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1 褐色土 均質黄褐色土粒少粘性弱
2 褐色士 黄褐色士粒微虻粘性弱
3 黄褐色土 黄褐色士ブロック主体屑 しまり強

4 暗褐色土 地山プロック (0.5cm)少地山粒やや多 しまり強粘性弱

5 暗黄褐色土 地山プロック (10~2. Dem)やや多 地山粒やや多

しまり強粘性弱

S D 8 C-C' 

1 掲色土 均質しまりやや強粘性弱

SD105 N-N' 
1 暗褐色士 地山プロック (0.5cm)やや多地山粒少

2 暗褐色士 地山ブロック (0.5~2. 0cm)やや多地山粒少
しまり強粘性弱

第229図 溝跡断面図（3)

深さ0.18~0.41m、断面形は逆台形と推定される。

方位はN-70°-WとN-20° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第22号溝跡（第239• 240 • 247図）

B • C-20グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

北は途切れ、南は撹乱で失われている。規模は、

全長11.83m、上場幅0.38~0.55m、下場幅0.11

~0.39m、深さ0.20~0.36m、断面形は碗状に

近い。方位はN-50° -Eを指す。

出土遺物のうち図化できたのは、 土師器 ・磁器

など4点（107~110)である。なお、この他に瀬

戸 ・美濃系の陶器香炉（17C後半か） ．瓶(18C)、肥

前系の陶器鉢・皿（17C後半～18C前半）等の小

破片が出土した。

第23号溝跡（第239• 240 • 247図）

A・ B-20 • 21グリッドに位置する。第25号

溝跡と第12号井戸跡に切られているが、その他の

重複遺構との新旧関係は確認できなかった。平面

形は弧状で、南は途切れ、北は調査区外に続く 。

規模は、全長4.53m、上場幅0.85~1.63m、下場

幅0.38~1.15m、深さ0.48m、断面形は逆台形に

近い。方位は概ねN-35° -Wを指す。

図化できた遺物は土師器 ・磁器ほか、計6点

(111~116)である。

第24号溝跡（第239• 240図）

A-21、B-21・22グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は確認できなかった。平面形は

ほぼ直線状で、南は途切れ、北は調脊区外に続く 。

規模は、 全長11.23m、上場幅0.33~0.55m、下

場幅0.15~0.39m、深さ0.17m、断面形は碗状で

ある。方位はN-67° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第25号溝跡（第239• 240図）

A-20 • 21、B-20グリッドに位置する。第23

号溝跡を切っているが、その他の重複遺構との新

旧関係は確認できなかった。平面形はほぽ直線状

で、南端部付近で僅かに曲がる。南は途切れ、北

は調査区外に続く 。規模は、全長7.05m、上場幅

0.35~0.41m、下場幅0.18~0.31m、深さ0.20

~0.24m、断面形は概ね逆台形である。方位はN

-21° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第26号溝跡（第235• 236 • 239 • 240 • 248図）

B-21、C • D-20 • 21グリッドに位置する。

第32号井戸跡に切られているが、その他の重複遺
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構との新旧関係は確認できなかった。平面形はほ

ぼ直線状で、南は途切れ、北は調査区外に続く 。

規模は、全長29.42m、上場幅0.72~1.10m、下場

幅0.58~0.83m、深さ0.23~0.30m、断面形は概

ね逆台形である。方位はN-32° -Eを指す。

図化できた遺物は3点（118~120)である。な

お、この他に信楽系の陶器揺鉢（18C)、常滑系の

陶器甕等の小破片が出土した。

第28号溝跡（第239• 240 • 247図）

A-21・22、B-22グリッドに位置する。第29

号溝跡を切り、第317号土壊とピットに切られて

いるが、その他の重複遺構との新旧関係は確認で

きなかった。平面形は緩やかな「S」字状で、両

端とも途切れる。規模は、全長7.52m、上場幅0.35

~0.55m、下場幅0.20~0.32m、深さ0.15~0.30

m、断面形は概ね逆台形である。方位はN-16°

-Wを指す。

図化できた遺物は、陶器碗1点（117)である。

第29号溝跡（第239• 240 • 248図）

A-21 • 22グリッドに位置する。第28号溝跡

と第42号土堀に切られているが、その他の重複遺

構との新旧関係は確認できなかった。平面形は直

線状で、両端とも調査区外に続く 。規模は、全長

10.50m、上場幅0.25~0.69m、下場幅0.15~0.39

m、深さ0.25~0.32m、断面形は逆台形である。

方位はN-68° -Wを指す。

須恵器の坪1点 (121: 9世紀第3四半期）が

出土した。なお、この他に常滑系の陶器甕の小破

片が出土した。

第30号溝跡（第239• 240図）

A • B-22グリッドに位置する。重複遺構と

の新旧関係は確認できなかった。平面形はほぼ直

線状で、北は途切れ、南は調査区外に続く 。規模

は、全長6.58m、上場幅0.30~0.33m、下場幅

0.11~0.15m、深さ0.13m、断面形は碗状である。

方位はN-19° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第31号溝跡（第239• 240図）

A-22グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形はほぼ直線状で、

北は途切れ、南は調査区外に続く 。規模は、 全長

1.58m、上場幅0.49~0,65m、下場幅0.20~0.35

m、深さ0,18m、断面形は碗状である。方位はN

-62° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第32号溝跡（第239• 240 • 248図）

A-21グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形はほぼ直線状で、

南は途切れ、北は調査区外に続く 。規模は、全長

0,62m、上場幅1.10m、下場幅0.70m、深さ0.78

m、断面形は「U」字状である。方位はN-27°

-Wを指す。

図化できた遺物は6点（122~127)である。な

お、この他に瀬戸・美濃系の陶器皿（17Cか） ・甕

(19C前半か）、肥前系の磁器碗（18C中頃か）等

の小破片が出土した。

第34号溝跡（第239• 240図）

A • B-21グリッドに位置する。重複遺構と

の新旧関係は確認できなかった。平面形はほぼ直

線状で、北は途切れ、南は調査区外に続く 。規模

は、 全長6.58m、上場幅0.25~0.80m、下場幅

0.18~0.65m、深さ0.15m、断面形は碗状である。

方位はN-60° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第35号溝跡（第239• 240図）

B-20グリッドに位置する。第37号溝跡に切

られているが、その他の里複遺構との新旧関係は

確認できなかった。平面形はほぼ直線状で、両端

とも途切れる。規模は、全長6.38m、上場幅1.70

m、下場幅1.60m、深さ0.13~0.19m、断面形は

皿状である。方位はN-33° -Eを指す。

図化には至らなかったが、瀬戸・美濃系の陶器

揺鉢（17C代か）の小破片が出土した。

第37号溝跡（第239~241図）
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B-20グリッドに位置する。第35• 38号溝跡

を切るが、その他の重複遺構との新旧関係は確認

できなかった。平面形はほぼ直線状で、両端とも

途切れる。規模は、全長3.13m、上場幅0.58~

1.73m、下場幅0.38~1.49m、深さ0.12~0.17m、

断面形は1IIl状である。方位はN-53° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第38号溝跡（第239• 241図）

B-19・20グリッドに位置する。第2号周溝状

遺構を切り、第37号溝跡に切られるが、その他の

重複遺構との新旧関係は確認できなかった。平面

形はほぼ直線状で、東は途切れ、西は撹乱を受け

る。規模は、全長10.63m、上場幅0.40~0.88m、

下場幅0.31~0.70m、深さ0.25m、断面形は1IIl状

である。方位はN-65° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第39号溝跡（第239• 241図）

B-20グリッドに位置する。第2号周溝状遺構

を切るが、その他の重複遺構との新旧関係は確認

できなかった。平面形はほぼ直線状で、両端とも

途切れる。規模は、全長2.78m、上場幅0.40m、

下場幅0.30m、深さ0.22~0.30m、断面形は碗状

である。方位はN-31° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第40号溝跡（第235~237• 248図）

B-19、C-19• 20、D-20グリッドに位置す

る。第17号溝跡を切り、第1号溝跡と第104号土

壊に切られるが、その他の重複遺構との新旧関係

は確認できなかった。平面形はほぽ直線状で、西

は撹乱を受け、東は途切れる。規模は、全長

18.92m、上場幅1.00~1.66m、下場幅0.50~

0.93m、深さ0.56~0.70m、断面形は碗状もしく

は逆台形である。方位はN-43° -Wを指す。

図化できた遺物は3点（128~130)である。

第41号溝跡（第235• 237 • 242 • 248~250図）

D-18・19、E-18グリッドに位置する。第19

号井戸跡に切られるが、その他の重複遺構との新

旧関係は確認できなかった。平面形はほぼ直線状

で、両端とも途切れる。規模は、全長9.32m、上

場幅0.76~1.45m、下場幅0.38~l.llm、深さ

0.41~0.70m、断面形は概ね逆台形である。方位

はN-40° -Eを指す。

図化できた遺物は16点（131~134• 149~ 

152 • 159~161 • 163~166 • 176: 7世紀第

1四半期）である。なお、この他に瀬戸 ・美濃系の

天目碗（17C代）の小破片が出土した。

第42号溝跡（第235• 237 • 242 • 248図）

B-17、C-17• 18、D-18・19グリッドに位

置する。第7号周溝状遺構を切り、第43号溝跡と

第17号井戸跡に切られるが、その他の重複遺構と

の新旧関係は確認できなかった。平面形は比較的

直線状で、東は途切れ、西は調査区外に続く 。規

模は、全長27.72m、上場幅0.65~1.03m、下場

幅0.15~0.51m、深さ0.43~0.60m、断面形は

概ね逆台形である。方位はN-54° -Wを指す。

図化できた遺物は4点（135~138:6世紀第

4四半期）である。なお、図化には及ばなかった

が、瀬戸 ・美濃系の天目碗（18C中頃か）の小破

片が出土した。

第43号溝跡（第235• 237 • 242 • 248~250図）

B-17、C-17・18、D-18• 19グリッドに

位置する。第42号溝跡、第3号周溝状遺構を切

り、第57号掘立柱建物跡P2、第17• 45号井戸

跡、ピットに切られるが、その他の重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は比較的直

線状で、東は途切れ、西は調査区外に続く 。規模

は、全長28.85m、上場幅0.81~2.35m、下場幅

0.72~2.15m、深さ0.13~0.54m、断面形は碗

状である。方位はN-55° -Wを指す。

図化できた遺物は39点（139~148• 153~158 • 

162 • 167~175 • 177~189: 7世紀第1四半期）

である。この他に、瀬戸・美濃系の陶器皿・天目

碗・鉢（17~18C代）、肥前系の磁器碗・皿、陶器

皿（17C後葉～18C代）の小破片が出土した。
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SD2 A-A' 

1 灰掲色士 黄褐色士プロック ・黒色士少
2 暗黄褐色土 黄褐色土粒・黄掲色士プロック多
3 灰黒褐色上 黒色土主体層 黄掲色土ブロック少

4 灰黒褐色土 黒色土主体層 黄褐色土ブロック微位
5 黄褐色士 黄褐色士ブロック主体層黒色土少 しまり強
6 灰褐色士 黄褐色土プロック少 しまりやや強

SD  3 c-c'D-D' 

1 暗褐色士 黄褐色土粒少
2 暗褐色士 黄褐色士プロック少 しまり強
3 暗掲色士 黄掲色士粒微址
4 暗黄褐色土 黒色土・黄褐色土斑文状に少 しまりやや強

SD  6 I -I' 

1 灰黒褐色土貨褐色粒少
2 黄褐色土 黄褐色上ブロック少
3 暗黄褐色土 黄褐色粒多
4 黄褐色士 黄褐色土プロック主体層

S07 H-H'I-I' 

1 掲色土 焼上粒微屈均質しまり強

2 褐色土 黄褐色土ブロック少
3 芸褐色土 黄褐色土ブロック主体屑 側壁への流れ込み

SDS K-K'L-L' 

u 暗褐色土 遺物包含屑
1 褐色土 均質しまりやや強粘性弱

2 緑灰色土 粘土屈
3 掲色士 黄掲色士粒微量均質しまりやや強
4 黄褐色土 黒色土プロック少
5 暗褐色土 黄褐色土プロック少

S D10・13 P-P'R-R'~T-T' 

1 黒褐色士 黄褐色士粒少 しまりやや強
2 黒褐色土 黄褐色士プロック少 しまりやや強

3 黄褐色土 黄褐色土主体恩 しまりやや強
4 暗褐色土 黄褐色土ブロック微品 しまりやや強粘性強

5 暗褐色土 黄褐色士ブロック・焼士粒微恨粘性強
6 灰褐色土 灰白色粒若干
7 暗褐色土 黄褐色土プロック若干 しまり強

8 灰褐色士 灰白色粒プロック若干
9 黒褐色士 地山灰褐色士プロック若千 しまり・粘性強
10 黄褐色土 地山壁・黄掲色士の流れ込み しまり強

s D14・15 v-v・ w-w・ 
1 掲色土 砂質均質しまり翁
2 褐色土 黒色土プロソク若干砂質しまり翁
3 暗褐色士 黄褐色士プロック・黒色土プロック若干 しまり弱
4 黒褐色土 黄褐色ローム・黒色士微屈 しまり弱
5 黄褐色土 地山黄褐色ローム主体層 しまり弱
6 暗褐色土 黄褐色土粒少

7 黒褐色土 黄褐色土粒微拭
8 暗黄褐色土黄褐色土粒多

第231図溝跡断面図（4)
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言
S D122 b-b' 
1 暗褐色士 褐色粘土プロック微菌
2 暗褐色土 褐色粘土ブロックやや多焼土プロック微菰

S D123・124 d-d'~f -f' 
1 暗褐色士 黄褐色土プロック微試
2 掲色士 黄褐色土プロック・酸化鉄少別の溝跡か
3 暗掲色土 黄褐色土プロック・灰色土プロック ・酸化鉄少
4 灰褐色土 黄褐色土プロック ・灰色士ブロック・酸化鉄多 炭化物少
5 褐色士 1陪に近似 黒褐色土・黄掲色土プロックやや多 酸化鉄微紐
6 褐色士 1屈に近似 黒褐色土プロック

・黄褐色土プロックやや多 酸化鉄少
7 暗褐色土 黄褐色土プロック・酸化鉄少
8 褐色土 黄掲色土プロック ・灰色プロック多壁崩落土
9 灰色士 酸化鉄多粘性強
10 灰褐色士 黄掲色土プロック多酸化鉄少
11 明褐色士 酸化鉄・黄褐色土ブロック多
12 黄灰色土 黄褐色土ブロック多
13 暗灰褐色土黄褐色士プロックやや多酸化鉄多粘性強
14 明褐色士 黄褐色士プロック ・酸化鉄微品
15 暗褐色土 黄褐色土プロック ・灰色士ブロック・酸化鉄少
16 暗褐色士 黄褐色士ブロック ・酸化鉄多

゜
2m 

＇ 160 

S D124 g-g~'―’ 
1 暗褐色土 褐色土プロック微旦 しまり弱
2 暗褐色土 黄掲色土やや多
3 暗褐色土 黄褐色土少
4 暗掲色土 黄褐色士多

S D 125 • 126 • 127 j -j' 
I 耕作土
1 灰色土
2 暗褐色士
3 褐色土
4 褐色土
5 明褐色土

炭化物少砂質
炭化物 ・焼士粒少
黒色土プロックやや多
黒色土ブロック多 黄掲色土ブロック少
黄褐色士プロックやや多
焼土粒．灰色土プロック微駄(SD127)

6 暗掲色土 褐色士プロックやや多炭化物多(SD127)
7 暗褐色土 黄褐色土プロックやや多炭化物少
8 暗褐色土 黄褐色土ブロック多灰褐色土プロックやや多
9 暗掲色士 黄褐色士ブロック多酸化士やや多
10 灰褐色土 地山プロソクやや多(SD125)
11 暗灰褐色土 地山粒子・地山プロック微最(SD126)

第232図溝跡断面図（5)

第44号溝跡（第239• 241図）

C-21グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形はほぼ直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長1.15m、上場幅

0.43~0.51m、下場幅0.13~0.30m、深さ0.22

m、断面形は概ね逆台形である。方位はN-77°

-Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第45号溝跡（第235• 237図）

B • C-19グリッドに位置する。第106号土壊

を切るが、その他の重複遺構との新旧関係は確認

できなかった。平面形はほぽ直線状で、両端とも

途切れ、土壊に近い。規模は、全長3.29m、上場

幅0.95~1.05m、下場幅0.75~O.Slm、深さ0.33

m、断面形は概ね逆台形である。方位はN-65°

-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第46号溝跡（第239• 241 • 250図）

C-21グリッドに位置する。第18号井戸跡に

切られるが、その他の重複遺構との新旧関係は確

認できなかった。平面形はほぼ直線状で、南は途

切れ、北は調査区外に続く 。規模は、全長3.10m、

上場幅1.05~1.30m、下場幅0.83~0.91m、深さ

0.23m、断面形は皿状である。方位はN-50°

Eを指す。

図化できた遺物は2点（190• 191)である。な

お、この他に瀬戸 ・美濃系の陶器鉢の小破片が出

土した。

第48号溝跡（第235• 237 • 250図）

C-17 • 18、D-17グリッドに位置する。重複

遺構すべてに切られていると推定される。平面形

は緩やかに蛇行し、両端とも途切れる。規模は、

全長9.12m、上場幅0.40~1.60m、下場幅0.19~

1.32m、深さ0.13~0.31m、断面形は皿状もしく
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は逆台形である。方位はN-43° -Wを指す。

図化できた遺物は1点 (192)である。

第50号溝跡（第239• 241図）

B-21グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、西

は途切れ、東は調査区外に続く。規模は、全長6.52

m、上場幅0.45~0.60m、下場幅0.21~0.35m、

深さ0.17m、断面形は皿状または碗状である。方

位はN-65° -Wを指す。

図化には至らなかったが、 18C代の肥前系磁器

碗の小破片が出土した。

第51号溝跡（第239• 241図）

B-20グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れる。規模は、全長7.00m、上場幅0.51

~0.75m、下場幅0.43~0.63m、深さ0.15~0.54

m、断面形は11I1状または碗状である。方位はN-

66° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第54号溝跡（第233• 234 • 250図）

D-16、E-16• 17、F-17・18、G-18グリ

ッドに位置する。ピット、第9号周溝状遺構、第

74号溝跡、第68号井戸跡を切り、第56号溝跡、第

69号井戸跡、第65号掘立柱建物跡P1・4に切ら

れているが、その他の重複遺構との新旧関係は確

認できなかった。平面形はほぽ直線状で、南は途

切れ、北は調査区外に続く 。規模は、全長34.12

m、上場幅0.43~0.92m、下場幅0.22~0.60m、

深さ0.23~0.61m、断面形は碗状もしくは逆台形

である。方位はN-31° -Wを指す。

図化できた遺物は7点（193~199)である。

第55号溝跡（第235• 237 • 250 • 251図）

C • D-17グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。一部、撹乱を受け

ており、残存部の平面形は「く」の字状で、両端

ともに途切れる。規模は、全長5.50m、上場幅0.65

~1.35m、下場幅0.45~1.08m、深さ0.12m、断

面形は凹凸のある皿状である。方位はN-60° -

WとN-53° -Eを指す。

図化できた遺物は5点 (200~204:6世紀第

3四半期）である。

第56号溝跡（第233~237• 251図）

E -17~19、F-16~18グリッドに位置する。

ピットと第54• 181号溝跡を切り、第 1号溝跡、

第58号井戸跡に切られる。その他の重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。西は撹乱を受け、

東は途切れる。平面形はほぼ直線状である。規模

は、 全長33.23m、上場幅0.39~0.82m、下場幅

0.15~0.34m、深さ0.10~0.38m、断面形は碗状

もしくは逆台形である。方位はN-80° -Eを指

す。

図化できた遺物は3点 (205~207)である。

第57号溝跡（第233• 234 • 251図）

F-16・17グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。両端とも途切れる。

平面形はほぼ直線状である。規模は、全長11.66

m、上場幅0.55~0.94m、下場幅0.28~0.60m、

深さ0.19~0.23m、断面形はlIIl状もしくは碗状で

ある。方位はN-71° -Wを指す。

図化できた遺物は5点(208~212)である。な

お、この他に瀬戸・美濃系の陶器鉢・天目碗・菊

皿（17• 18C)・磁器碗（19C)、肥前系の磁器碗

(18C)等の小破片が出土した。

第59号溝跡（第233• 234 • 251図）

D-15グリッドに位置する。第355号土堀に切

られ、第68号掘立柱建物跡P9とピッ トを切って

いるが、その他の菫複遺構との新旧関係は確認で

きなかった。北は調査区外に続き、南は撹乱を受

けている。平面形は逆「く」の字状である。規模

は、全長5.15m、上場幅1.61~2.50m、下場幅

1.05~2.08m、深さ0.18~0.34m、断面形は皿状

で、方位はN-50° -WとN-11° -Eを指す。

図化できた遺物は3点 (213~215:7世紀第

2四半期）である。なお、この他に肥前系の磁器
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碗 (18C前半）の小破片が出土した。

第60号溝跡（第239• 241図）

B-20・21グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長4.30m、上場幅

0.35~0.62m、下場幅0.25~0.53m、深さ0.18

m、断面形は碗状または逆台形である。方位はN

-64° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第61号溝跡（第239• 241図）

B-20・21グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長9.53m、上場幅

0.43~0.52m、下場幅0.22~0.28m、深さ0.11

~0.23m、断面形は碗状である。方位はN-64°

-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第62号溝跡（第235~237図）

D-19・20グリッドに位置する。第1号溝跡に

切られるが、その他の甫複遺構との新旧関係は確

認できなかった。平面形は直線状で、両端とも途

切れる。規模は、全長8.90m、上場幅0.65~1.02

m、下場幅0.45~0.78m、深さ0.26~0.33m、断

面形は碗状である。方位はN-62° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第64• 70号溝跡（第235~237• 251図）

E-19・20、F-19グリッドに位置する。別々

に命名したが、同一の遺構と判断した。第21• 

71 • 72号溝跡、第60号井戸跡、第117号土壊を切

り、第11号周溝状遺構に切られているが、その他

の重複遺構との新旧関係は確認できなかった。平

面形は歪んだ「L」字状で、西は途切れ、東は調

査区外に続く。規模は、全長20.13m、上場幅0.92

~2.18m、下場幅0.68~1.95m、深さ0.20~0.35

m、断面形は碗状または逆台形である。方位はN

-52° -WとN-44° -Eを指す。

遺物は第70号溝跡から 4点 (218~221)出土

している。

第65号溝跡（第239• 241図）

A-20グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、南

は途切れ、北は調査区外に続く。規模は、全長

0.85m、上場幅0.71m、下場幅0.33m、深さ0.33m、

断面形は碗状である。方位はN-16° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第66号溝跡（第235• 237図）

C-16 • 17グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

南は撹乱を受け、北は途切れる。規模は、全長

5.18m、上場幅0.60~0.73m、下場幅0.35~0.45

m、深さ0.18m、断面形は皿状である。方位はN

-29° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第67号溝跡（第233• 235 • 237図）

C-16・17グリッドに位置する。第50号井戸

跡に切られるが、その他の重複遺構との新旧関係

は確認できなかった。平面形は直線状で、南は途

切れ、北は調査区外に続く 。規模は、全長9.90m、

上場幅0.25~0.93m、下場幅0.15~0.68m、深

さ0.32m、断面形は1II1状である。方位はN-44°

-Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第68号溝跡（第235• 237図）

C-17グリッドに位置する。重複遺構との新

旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長6.48m、上場幅

0.31~0.73m、下場幅0.13~0.50m、深さ0.15

m、断面形は1II1状である。方位はN-62° -Wを

指す。

遺物は出土しなかった。

第69号溝跡（第233~235• 251図）

D-16・17グリッドに位置する。第38号井戸

跡に切られているが、その他の重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、
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西は撹乱を受け、東は途切れる。規模は、全長

2.90m、上場幅0.25~1.32m、下場幅0.15~0.92

m、深さ0.58m、断面形は片側に段を持つ [U」

字状である。方位はN-50° -Wを指す。

図化できた遺物は2点（216• 217)である。

第71号溝跡（第235~237図）

E • F-20グリッドに位置する。第21• 73号

溝跡、ピットを切り、第121号土堀、第64• 70号

溝跡に切られるが、その他の重複遺構との新旧関

係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

北は途切れ、南は調査区外に続く 。規模は、 全長

13.88m、上場幅0.68~0.98m、下場幅0.15~0.63

m、深さ0.08~0.35m、断面形はlIIl状もしくは碗

状である。方位はN-5° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。他遺構との重複関係か

ら、 6世紀第4四半期と推定される。

第72号溝跡（第235• 236図）

E • F-20グリッドに位置する。第60号井戸

跡を切り、第64• 70号溝跡に切られるが、その他

の重複遺構との新旧関係は確認できなかった。平

面形は概ね直線状で、両端とも途切れる。規模は、

全長3.72m、上場幅0.22~0.32m、下場幅0.10~

0.18m、深さ0.48m、断面形は逆台形と推定され

る。方位はN-18° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第73号溝跡（第235~237• 251図）

E-20、F-19• 20グリッドに位置する。第

21 • 71号溝跡、第121号土壊に切られるが、その

他の重複遺構との新旧関係は確認できなかった。

平面形は概ね「く」の字状で、北は途切れ、南は

調査区外に続く 。規模は、全長7.28m、上場幅

0.62~0.93m、下場幅0.28~0.70m、深さ0.23

m、断面形は皿状である。方位はN-20° -Wと

N-23° -Eを指す。

図化できた遺物は1点 (222)である。

第74号溝跡（第233• 234 • 252図）

D • E-16、F-15• 16グリッドに位置する。

第54• 125号土堀に切られるが、その他の重複遺

構との新旧関係は確認できなかった。平面形は直

線状で、両端ともに撹乱を受けている。規模は、

全長41.65m、上場幅0.48~0.92m、下場幅0.28

~0.68m、深さ0.21~0.40m、断面形は碗状も

しくは「U」字状である。方位はN-22° -Eを

指す。

図化できた遺物は5点(223~227)である。な

お、この他に瀬戸 ・美濃系の陶器碗． 1IIl．揺鉢

(17C後半～ 18C代）の小破片が出土した。

第75号溝跡（第233• 234図）

F-16・17、G-16グリッドに位置する。1拮

のピットを切るが、その他の重複遺構との新旧関

係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

西は途切れ、東は撹乱を受けている。規模は、全

長13.85m、上場幅0.68~1.21m、下場幅0.51~

0.98m、深さ0.10~0.17m、断面形は皿状である。

方位はN-60° -Eを指す。

図化には至らなかったが、肥前系の磁器碗と

瀬戸・美濃系陶器瓶と肥前系の磁器碗（ともに

18C)の小破片が出土した。

第76号溝跡（第233• 234 • 252図）

E-17グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長4.30m、上場幅

0.39~0.78m、下場幅0.22~0.30m、深さ0.20

m、断面形は碗状である。方位はN-67° -Wを

指す。

図化できた遺物は5点(228~232)である。な

お、この他に信楽系の小杉碗（19C前葉）の小破

片が出土した。

第77号溝跡（第235• 238 • 252図）

D • E-20グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は概ね直線

状で、北は途切れ、南は2つに分かれ調査区外に

続く 。規模は、全長7.28m、上場幅0.35~0.70m、

下場幅0.18~0.39m、深さ0.16~0.21m、断面
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S D54・ 74 A-A'~G-G's-s・ 

1 暗掲色土 明掲色土プロック状（2.0~3. 0cm)少
黄灰色粘土ブロック (2.0~3. 0cm)多

2 黒褐色士 黄灰色粘士プロック (0.5~0. 8cm)少
3 黒掲色土 黄灰色粘土プロック (0.5~0. 8cm)多
4 黒褐色土 黄灰色粘土ブロック (0.5~0. 8cm)多
5 黄褐色粘土 黒褐色土をブロック状に少
6 暗褐色士 黄褐色粘士プロック少
7 暗褐色士 黄褐色粘士プロック (0.5~0. 8cm)多

S D56 E-E'1-1' 

1 掲色士 黄灰色粘士プロック (0.5~0. 8cm)少
2 褐色士 黄灰色粘士プロック (0.5~0. 8cm)多
3 褐色土 黄灰色粘土ブロック (0.2~0. 3cm)少
4 灰褐色土 黄褐色粘土ブロック (0.5~0. 8cm)多
5 黄褐色土 酸化欽多

S D57・90 J-J'~L-L' 

1 灰褐色土 黄掲色粘土プロック (0.2~0. 3cm)微呈砂質
2 暗褐色土 黄褐色粘土プロック (0.2~0. 3cm)微最

S D59 N-N'~P-P' 

1 褐色土 砂質しまり弱ヒ°ット
2 暗褐色士 黄褐色粘士層 ピット
3 暗掲色土 黄褐色粘士粒(0.2~0. 5cm)少
4 黒掲色土 掲色粘士粒(0.4cm)少 （1. 0cm)微呈
5 灰褐色土 褐色粘土粒(0.2~0. 6cm)少焼士粒(0.2~0. 4cm)微基

6 黒褐色土 灰褐色粘士粒(0.5cm)微鼠
7 暗褐色土 黄褐色粘土粒（I.0cm)やや多
8 暗褐色土 掲色粘土粒(0.2~0. 5cm)・黄褐色粘土粒（1.0~3.0cm)多

S D75 T-T'~W-W' 

1 暗褐色土焼土プロック (0.2~0. 3cm)微品
2 黄褐色土黄褐色粘土粒・暗褐色土の混土庖 埋戻し士か

S D76 X-X' 

1 灰褐色土黄掲色粘土プロック（1.0~2.0cm)多
2 掲色士 黄褐色粘土プロック(1.0~2. 0cm)多均質

s D87 Y-Y'z-z' 

1 黒褐色土黄褐色粘士粒(0.5cm)多 (1.0cm)少
2 黒褐色土黄褐色粘土粒(0.2~0. 4cm)やや多

褐色粘土粒(!.0~2. 0cm)少焼士粒(0.2cm)微址

SD89 b-b' 

1 褐色土 黄掲色粘士プロック（1.0~4.0cm)少
2 褐色土 黄褐色粘土ブロック(!.0~4. 0cm)微呈

S D133 B-B' 

1 褐色士 焼土粒・炭化物(0.2~0. 3cm)微拭
2 褐色士 焼土粒(0.3~0. 5cm)少

黄灰色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)多
3 褐色土 黄灰色粘士プロック (0.3~0. 5cm)微昼

第234図溝跡断面図（6)

-277-



形は碗状である。方位はN-25° -Wを指す。

図化できた遺物は1点（233:7世紀第2四半期）

である。

第78号溝跡（第235• 238 • 252図）

D-20・21、E-20グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は確認できなかった。平面形は

概ね直線状で、両端とも途切れている。規模は、

全長9.25m、上場幅0.32~0.48m、下場幅0.10~

0.29m、深さ0.12~0.17m、断面形は1II1状である。

方位はN-25° -Eを指す。

図化できた遺物は2点（234• 235 : 8世紀第

1四半期）である。

第79号溝跡（第235• 238図）

D-17・18グリッドに位置する。第39号井戸

跡に切られるが、その他の重複遺構との新旧関係

は確認できなかった。平面形は直線状で、両端と

も途切れる。規模は、全長2.42m、上場幅0.35~

0.42m、下場幅0.21~0.29m、深さ0.12m、断面

形は皿状である。方位はN-61° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第80号溝跡（第235• 238図）

E-19グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れる。規模は、全長2.18m、上場幅0.19

~0.32m、下場幅0.09~0.17m、深さ0.10m、断

面形は碗状である。方位はN-78° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第81号溝跡（第235• 238図）

E-19グリッドに位置する。甫複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は南が直線状で、

北は広がりをもつ。西は途切れ、東は撹乱を受け

る。規模は、全長3.92m、上場幅0.40~1.15m、

下場幅0.18~1.05m、深さ0.10m、断面形は碗状

である。方位はN-64° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第83号溝跡（第235• 238図）

E-20グリッドに位置する。第84号溝跡を切

っているが、その他の菫複遺構との新旧関係は確

認できなかった。平面形は直線状で、西は途切れ、

東は調査区外に続く 。規模は、 全長4.52m、上場

幅0.35~0.70m、下場幅0.12~0.50m、深さ0.26

m、断面形は段をもつ皿状である。方位はN-74°

-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第84号溝跡（第235• 238図）

E-20グリッドに位置する。第83号溝跡に切

られているが、その他の重複遺構との新旧関係は

確認できなかった。平面形は直線状で、両端とも

に途切れる。規模は、 全長2.82m、上場幅0.48~

0.79m、下場幅0.32~0.65m、深さ0.16m、断面

形は段をもつ皿状である。方位はN-72° -E 

を指す。

遺物は出土しなかった。

第85号溝跡（第235• 238図）

E-20グリッドに位置する。甫複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、北

は途切れ、南は調査区外に続く 。規模は、全長

6.85m、上場幅1.08~1.32m、下場幅0.72~0.91

m、深さ0.28m、断面形は逆台形に近い。方位は

N-70° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第86号溝跡（第235• 238図）

E-20グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、北

は途切れ、南は調査区外に続く 。規模は、全長

2.10m、上場幅0.68~1.25m、下場幅0.39~0.92

m、深さ0.22m、断面形は碗状である。方位はN

-90° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第87号溝跡（第233~235• 252図）

F-18グリッドに位置する。ピットに切られ

るが、その他の重複遺構との新旧関係は確認でき

なかった。平面形は「L」字状で、両端とも途切

れる。規模は、全長3.33m、上場幅0.78~1.33m、
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下場協0.61~1.08m、深さ0.07~0.10m、断面

形は皿状である。方位はN-52° -WとN-30°

-Eを指す。

図化できた遺物は3点 (236~238)である。

第88号溝跡（第233• 234図）

D-15グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は「L」字状で、

両端とも途切れる。規模は、全長2.90m、上場幅

0.43~0.67m、下場幅0.29~0.40m、深さ0.20

m、断面形は逆台形である。方位はN-52° -W 

とN-38° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第89号溝跡（第233• 234図）

D-15グリッドに位置する。第137号土堀に切

られている。平面形は直線状で、両端とも途切れ

る。規模は、全長3.15m、上場幅0.71~0.79m、

下場幅0.32~0.60m、深さ0.36m、断面形は碗状

である。方位はN-46° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第90号溝跡（第233• 234図）

F-17グリッドに位置する。ピッ トを切ってし、

る。平面形は直線状で、西は途切れ、東は撹乱を

受けている。規模は、全長1.53m、上場幅0.31~

0.40m、下場幅0.12~0.20m、深さ0.16m、断面

形は碗状である。方位はN-66° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第91号溝跡（第233• 234図）

E-17グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れる。規模は、全長1.68m、上場福0.21

~0.23m、下場幅0.08~0.llm、深さ0.08m、断

面形は碗状である。方位はN-68° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第92号溝跡（第233• 234図）

E-17グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れる。規模は、全長4.12m、上場幅0.23

~0.36m、下場幅0.09~0.15m、深さ0.04m、断

面形は皿状である。方位はN-82° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第93号溝跡（第235• 238 • 252図）

C-19・20グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長2.45m、上場幅

0.34~0.62m、下場幅0.21~0.42m、深さ0.17

m、断面形は碗状である。方位はN-40° -Eを

指す。

図化できた遺物は1点 (239)である。なお、こ

の他に瀬戸・美濃系の陶器瓶（18C)の小破片が

出土している。

第97号溝跡（第235• 238図）

D-20・21グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

西は途切れ、東は調査区外に続く 。規模は、全長

3.05m、上場幅0.25~0.42m、下場幅0.10~0.35

m、深さ0.10m、断面形はJil1状である。方位はN

-78° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第98号溝跡（第233• 234図）

F-17グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端ともに途切れる。規模は、全長1.95m、上場幅

0.45~0.50m、下場幅0.25~0.35m、深さ0.16

m、断面形は皿状である。方位はN-20° -Eを

指す。

遺物は出土しなかった。

第99号溝跡（第226• 227図）

M-6グリッドに位置する。第4号方形周溝墓

と第9号住居跡を切っていると推定される。平面

形は直線状で、両端とも途切れる。規模は、全長

1.08m、上場幅0.15~0.27m、下場幅0.08~0.17

m、深さ0.08m、断面形はJil1状である。方位はN

-55° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。
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S01・21・71-73 A-A'~c-c'o-o・ 

1 灰褐色土炭化物(0.2cm)少 白色粒やや多 ピット
2 灰褐色土 白色粒含む

3 明褐色土白色粒やや多砂質 ピット
4 褐色土 白色粒・焼土粒少ピット
5 褐色士 やや砂質
6 暗褐色土褐色土プロック (0.2~I. 0cm)少
7 褐色土 褐色粘土粒(0.5~I. 0cm)少炭化物(0.5~2. Om)微菌

白色粒やや多
8 掲色士 褐色粘士粒(0.5cm)やや多黒色士プロック(1.0cm)微品
9 掲色土 褐色粘土粒(0.2~0. 3cm)多灰色粘土粒（2.0cm)少
10 褐色土 暗褐色土プロック(I.0cm)微量
11 暗褐色土褐色粘士粒(0.2~0. 8cm)やや多
12 暗褐色士掲色粘士粒多埋戻し士
13 暗褐色士 黄褐色粘士粒(0.2~1.0cm)多
14 褐色士 黄褐色粘土粒(0.5cm)微拭
15 黒褐色土褐色粘土粒(0.5~I. 0cm)少黒色土プロック (0.5cm)微拭
16 暗褐色土黄褐色粘士粒（1.0~4.0cm)多
17 褐色士 褐色粘土粒(0.2~0. 3cm)やや多
18 暗褐色土褐色粘土粒(0.2~0. 5cm)やや多 土器片含む
19 暗褐色土褐色粘土粒(0.2~0. 3cm)多灰褐色粘土粒(0.2~0. 5cm)多

士器片含む
20 暗褐色士 黒褐色粘士粒(0.2~0. 5cm)・黄褐色粘士粒(0.3~0. 8cm)やや多

S01・40 D-D' 
1 褐色土 黄褐色粘土粒（2.0~5. 0cm)・炭化物(2.0cm)やや多土渡か
2 暗褐色土黄褐色粘土粒(2.0cm)少
3 黒褐色土 黄褐色粘土粒(0.2cm)・褐色粘土粒(0.2~0. 5cm)多
4 暗褐色士 褐色粘士粒(0.5cm)・黄褐色粘士粒（1.0~5.0cm)多

S D26 K-K'~M-M' 

1 灰褐色土炭化物少浅間A軽石微拭 しまり強粘性弱
2 黒掲色土炭化物少地山プロック(I.0~2. 0cm)少 しまり強粘性弱
3 暗褐色土炭化物少地山プロック (2.0~3. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

S D16・17 E-E'F-F' 
1 灰褐色士 掲色士プロック(1.0~2. 0cm)やや多マンガン若干
2 灰褐色士 掲色士プロック (0.2~3. 0cm)少マンガン若干
3 明褐色土 褐色土ブロック (0.5cm)やや多マンガン若干
4 灰白色土 粘土層
5 黒灰色土 褐色土プロック(1.0~2. 0cm)やや多マンガン若干砂質
6 灰黒色士 褐色士ブロック (0.2~0. 4cm)少マンガン若干砂質
7 明褐色土 粘土プロック陪砂質
8 暗褐色土 粘土ブロック (0.5~I. 0cm)やや多マンガン若干
9 暗黄褐色土粘土ブロック (0.5~2. 0cm)多マンガン若干
10 暗黄褐色士粘士プロック (0.5~3. 0cm)極多 マンガン若千

SD21・70・71・72 I-I'n-n' p-p' 
1 暗褐色土 褐色粘土粒(0.2~0. 5cm)多炭化物(0.5cm)・焼土粒少
2 暗褐色土 褐色粘土粒(2.0~5. 0cm)多埋戻し土
3 黒褐色士 灰掲色粘土粒(0.2~0. 5cm)少白色粒多
4 黒褐色士 灰掲色粘土粒（I.0cm)やや多 白色粒多
5 暗褐色土 黄褐色粘土粒(1.0cm)・褐色粘土粒(0.l~0. 2cm)・白色粒やや多
6 暗褐色士 黄褐色粘土粒(0.5cm多 2.0cmやや多）

S D21 J-J' 

1 灰褐色上 焼土粒少
2 灰褐色土 黄褐色粘土プロック (0.3~0. 5cm)微址

S D40 N-N'0-0' 
1 暗掲色士 黄褐色粘士プロック (0.3~0. 5cm)均質に少
2 暗褐色士 黄褐色粘士プロック (0.3~0. 5cm)多
3 暗褐色土 黄褐色粘士プロック (0.3~0. 5cm)少

SD56・64 B-B' j-j'k-k' 
1 褐色士 褐色粘土粒(0.2~0. 3cm)多灰色粘土粒（2.0cm)少 ピット
2 掲色士 褐色粘士粒(0.5~I. 0cm)少炭化物(0.5~2. Om)微絋

白色粒やや多
3 褐色土 褐色粘士粒(0.5cm)やや多黒色士プロック(1.0cm)微董
4 暗褐色土 黄褐色粘土粒(0.2~I. 0cm)・焼土粒(0.2cm)微最

第236図溝跡断面図（7)
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so42・43 s-s・~W-W' 

1 黒褐色土 黄褐色粘土粒(0.2cm)・炭化物(0.2~0. 7cm) 
・焼土粒(0.2~0. 5cm)やや多 酸化土

2 黒色士 黄褐色粘士粒(0.2cm)少炭化物(0.2~0. 5cm)多
3 馬掲色士褐色粘士粒(2.0~7. 0cm)多埋戻し士
4 黒色土 黄褐色粘土粒(0.2~0. 6cm)・灰掲色粘士粒(0.2~0. 6cm)多
5 黒色士 黄褐色粘士粒(0.5cm)・灰褐色粘土粒(0.2cm)少
6 暗褐色士黄褐色粘士粒(0.5~0. 8cm)少 ピット
7 暗褐色士黄褐色粘土粒（3.0~5. 0cm)多
8 暗褐色土黄褐色粘土粒(0.5~0. 8cm)少
9 黒褐色土褐色粘土粒（2.0~3. 0cm)少焼土粒(0.2cm)微紙
10 黒褐色土褐色粘土粒(2.0~2. 5cm)多
11 黒色士 黄褐色粘士粒（0.2~0. 5cm)・灰褐色粘土粒(0.2~0. 5cm)少
12 黒色士 黄褐色粘士粒(0.2~0. 3cm)・灰褐色粘土粒(0.2~0. 3cm)やや多
13 暗褐色士 黄褐色粘土粒(0.5~1. 0cm)少

s D45 z-z・ 
1 明褐色土 黄褐色粘土粒(0.5~1. 0cm)・炭化物(0.5~0. 8cm)少

黄褐色粘土プロック (0.2~0. 3cm)微祉
2 褐色士 黄褐色粘士プロック (0.3~0. 5cm)微呈炭化物(0.2~0. 3cm)少

S055 d-d' 

1 灰褐色土黄褐色粘土ブロック (0.5~0. 8cm)多 埋戻し土か

SD56 e-e' f-f' 
1 褐色士 黄灰色粘土プロック (0.5~0. 8cm)少
2 掲色士 黄灰色粘土プロック (0.5~0. 8cm)多

S D62 i -i' 
1 灰褐色土黄褐色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)多 しまり弱粘性強
2 灰褐色士 黄灰色粘土プロック (0.3~0. 5cm)微最

SD66・67・74 1-1' 

1 褐色士 焼土粒(0.2cm)微星
2 暗褐色士 黄褐色粘士粒(0.2~0. 3cm)少
3 黒褐色士 黄褐色粘士粒(0.2~0. 4cm)多
4 黒褐色土褐色粘士粒(0.2cm)少
5 黒褐色土黄褐色粘土粒(0.2~0. 6cm)やや多
6 暗褐色土黄褐色粘上プロック (0.3~0. 5cm)微拭
7 黒褐色土 黄褐色粘土プロック(I.0cm)絹状に部分的に含む
8 黒褐色士 黄褐色粘士プロソク (0.3~0. 5cm)少

SD71 q-q' 
1 暗褐色土 黄褐色粘士粒(0.2cm)少
2 暗褐色土 黄褐色粘土粒(0.2~0. 7cm)多
3 黒褐色土黄褐色粘土粒(0.2cm)少炭化物(0.5cm)微批

第237図溝跡断面図 (8)

-282-



三三三二三
．立 BmSD84 SD83 ユ． ．江lm SD85 ユ．琴Jm SD86 ユ ．＇ 麟 m 立'

言 三三言ニ
釦9m ~ • 

SD167 冒
叫 Bm _j翌
S0174 

詈

但リ．8m

叫 8m SD176 直'

言

SD175 

S D77 r-r' 

1 黒褐色士黄掲色粘士プロック(!.0cm)微祉

S D 77 • 78 s -s' t -t' 
1 褐色土 黄褐色粘士粒(0.1~0. 2cm)少
2 灰褐色士 黄灰色粘士プロック (0.2~0. 3cm)微品
3 灰褐色土 黄灰色粘土プロック(!.0cm)多

S D79 u-u' 

1 灰褐色士黄掲色粘土プロック (0.8~1. 0cm)多埋戻し士か

S080 v-v' 

1 灰掲色土 黄褐色粘土ブロック (0.5~0. 8cm)・焼土粒少
2 黄褐色土 1屑をプロック状（I.0cm)に含む
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S D81 w-w' 

1 灰褐色土 黄褐色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)少

S D83・84 x-x' 

1 暗褐色土 黄褐色粘土プロック (0.3~0. 8cm)・焼土粒少
2 暗褐色土 黄褐色粘土粒(01~0. 2cm)微堡
3 暗掲色土黄褐色粘土粒(0.5~0. 8cm)多
4 暗褐色士黄褐色粘士粒(0.I~0. 2cm)少

S D86 z -z' 

1 灰褐色土 黄褐色粘土プロック (0.5~0. 8cm)少
2 灰掲色土 黄褐色粘士プロック (0.2~0. 3cm)多

第238図溝跡断面図（9)

皿状である。方位はN-37° -Eを指す。

N-5グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れる。規模は、 全長1.25m、上場幅0.16

~0.26m、下場幅0.08~0.16m、深さ0.06m、断

面形は皿状である。方位はN-32°-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第101号溝跡（第228• 229図）

J-8 • 9グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長3.41m、上場幅

0.19~0.31m、下場幅0.10~0.18m、深さ0.09

m、断面形はlIII.状である。方位はN-45° -Eを

指す。

遺物は出土しなかった。

第102号溝跡（第228• 229図）

L-9グリッドに位置する。順複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れる。規模は、全長1.80m、上場幅0.12

~0.16m、下場幅0.07m、深さ0.08m、断面形は

遺物は出土しなかった。

第103号溝跡（第226• 227 • 252図）

L-7・8グリッドに位置する。第7• 17 • 18 

号住居跡を切っている。その他の重複遺構との新

旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長11.98m、上場

幅0.28~0.47m、下場幅0.14~0.35m、深さ0.22

~0.25m、断面形は碗状である。方位はN-45°

-Wを指す。

図化できた遺物は2点（240• 241)である。

第104号溝跡（第226• 227図）

L-7、M-7・8グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は確認できなかった。平面形は

直線状で、両端とも途切れる。規模は、全長5.70

m、上場幅0.18~0.25m、下場幅0.10m、深さ

0.09m、断面形は皿状である。方位はN-45°

Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第105号溝跡（第226~229図）
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K-7・8、L-7グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は確認できなかった。平面形は

不整形な直線状で、両端とも途切れる。規模は、

全長13.70m、上場幅0.58~2.15m、下場幅0.41

~1.85m、深さ0.09~0.20m、断面形は皿状で

ある。方位はN-49° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第106号溝跡（第228• 229図）

L-8グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れる。規模は、全長1.01m、上場幅0.15

~0.25m、下場幅0.05~0.10m、深さ0.09m、断

面形は碗状である。方位はN-48° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第107号溝跡（第228• 229図）

L-8グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れる。規模は、全長4.05m、上場幅0.55

~0.80m、下場幅0.35~0.65m、深さ0.18m、断

面形は皿状である。方位はN-55° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第108号溝跡（第226~228図）

J・K-7グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は概ね直線

状であるが、南端部で東に折れる。西は調査区外

に続く。規模は、全長11.90m、上場幅0.39~1.05

m、下場幅0.25~0.95m、深さ0.13~0.24m、断

面形は1II1状である。方位はN-44° -Eを指し、

南端部ではN-54° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第109号溝跡（第226• 227図）

L・M-6グリッドに位置する。第10号住居跡

を切るが、その他の重複遺構との新旧関係は確認

できなかった。平面形は直線状で、両端ともに途

切れる。規模は、全長5.15m、上場幅0.49~1.00

m、下場幅0.31~0.65m、深さ0.26m、断面形は

逆台形である。方位はN-34° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第110号溝跡（第226• 227 • 252図）

M-7、N-6・7グリッドに位置する。ピッ

トに切られるが、その他の菫複遺構との新旧関係

は確認できなかった。平面形は直線状で、両端と

も途切れる。規模は、全長10.11m、上場幅0.79

~1.30m、下場幅0.60~0.80m、深さ0.10~0.26

m、断面形は逆台形である。方位はN-59° -E 

を指す。

図化できた遺物は2点（242• 243)である。な

お、この他に瀬戸・美濃系の陶器皿の小破片が出

土している。

第111号溝跡（第226• 227図）

L・M-6グリッドに位置する。ピットに切ら

れるが、その他の重複遺構との新旧関係は確認で

きなかった。平面形は逆「L」字状で、両端とも

に途切れる。規模は、全長7.25m、上場幅0.45~

0.79m、下場幅0.25~0.45m、深さ0.15m、断面

形は皿状である。方位はN-40° -WとN-50°

-Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第112号溝跡（第226• 227図）

K-7グリッドに位置する。菫複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

南は途切れ、北は調査区外に続く 。規模は、全長

1.21m、上場幅0.35~0.49m、下場幅0.20m、深

さ0.09m、断面形は皿状である。方位はN-31°

-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第113号溝跡（第224• 225 • 252図）

N-3・4、0-4グリッドに位置する。第116

号溝跡に切られるが、その他の重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端ともに調査区外に続く 。規模は、全長9.00m、

上場幅1.09~2.10m、下場幅0.20~0.35m、深

さ0.73~0.89m、断面形は逆台形もしくは碗状と

推定される。方位はN-38° -Wを指す。
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図化できた遺物は1点 (244)である。

第114号溝跡（第224• 225図）

0-3・4グリッドに位置する。第116号溝跡

に切られるが、第130号溝跡との新旧関係は不明

である。平面形は直線状で、北は途切れるが、南

は調査区外に続く 。規模は、全長7.55m、上場幅

0.36~1.35m、下場幅0.21~0.64m、深さ0.31

~0.36m、断面形は碗状である。方位はN-20°

-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第116号溝跡（第224• 225図）

0-4グリッドに位置する。第113• 114号溝跡

を切る。平面形は直線状で、両端とも途切れる。

規模は、全長1.95m、上場幅0.55m、下場幅0.35

m、深さ0.43m、断面形は碗状である。方位はN

-8° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第117号溝跡（第224• 225 • 252図）

0-2 • 3 、 P - 1·2 、Q -0 • 1ク‘リッド

に位置する。第120号溝跡、第121号溝跡を切っ

ていると推定される。北側の上場の一部は調査区

外にある。平面形は直線状で、両端ともに調査区

外に続く 。第118号溝跡と並行する。規模は、全

長32.55m、上場幅0.75~2.15m、下場幅0.31~

0.95m、深さ0.42~0.56m、断面形は逆台形と思

われる。方位はN-45° -Eを指す。

図化できた遺物は2点 (245• 246 : 9世紀第

4四半期）である。

第118号溝跡（第224• 225 • 252図）

0-2・3、P-1• 2、Q-0• 1グリッド

に位置する。第120• 121号溝跡を切り、第119号

溝跡を切っていると推定される。平面形は直線状

で、東は撹乱を受けており、西は調査区外に続く 。

第117号溝跡と並行する。規模は、全長31.91m、

上場幅0.79~1.35m、下場幅0.31~0.35m、深

さ1.01~1.15m、断面形はV字状もしくは逆台形

である。方位はN-44° -Eを指す。

図化できた遺物は1点(247:6世紀第4四半期）

である。

第119号溝跡（第224• 225図）

P-2グリッドに位置する。第118• 121号溝跡

に切られていると推定される。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長7.91m、上場幅

0.29~0.41m、下場幅0.11~0.21m、深さ0.10

m、断面形は皿状である。方位はN-52° -Eを

指す。

遺物は出土しなかった。

第120号溝跡（第224• 225 • 253図）

Q-1グリッドに位置する。第117・118号溝跡

に切られている。平面形は直線状で、北は途切れ、

南は調査区外に続く 。規模は、全長4.35m、上場

幅1.39~2.00m、下場幅0.99~1.15m、深さ0.20

~0.28m、断面形は凹凸のある皿状である。方位

はN-37° -Wを指す。

図化できた遺物は2点 (248• 249 : 7世紀第

4四半期）である。

第121号溝跡（第224• 225図）

O・P-2グリッドに位置する。第118号溝跡

に切られ、第117号溝跡に切られていると推定さ

れる。平面形は直線状で、北は途切れ、南は調査

区外に続く。規模は、全長8.15m、上場幅0.65~

1.25m、下場幅0.31~0.95m、深さ0.35~0.45

m、断面形は逆台形に近い。方位はN-22° -W 

を指す。

遺物は出土しなかった。

第122号溝跡（第230• 232図）

I • J -13グリッドに位置する。平面形は概ね

直線状で、北は途切れ、南は調査区外に続く 。規

模は、全長11.25m、上場幅0.25~0.71m、下場

幅0.11~0.39m、深さ0.14m、断面形はJill状であ

る。方位はN-12° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第123号溝跡（第230• 232 • 253 • 254図）

I • J -13グリッドに位置する。第124号溝跡
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SD 1 A-A'B-B'D-D' E-E' 
1 灰褐色土 焼土粒・浅間A軽石少 しまり強粘性弱
2 躾褐色土 地山プロック(I.0~2. 0cm)若干 しまり強粘性弱
3 暗褐色土 地山プロック (2.0~3. 0cm)少 しまり強粘性弱
4 暗黄褐色士地山プロック（5.0~6. 0cm)少 しまり強粘性弱
5 黒褐色土 地山プロック (20~3. 0cm)やや多 しまり強粘性やや弱
6 黒褐色土 地山プロック(1.0~2.0cm)少 しまり強粘性やや弱
7 II音黄褐色土 地山プロック(1.0~2.0cm)やや多 しまり強

S D17 F-F' 
1 褐色土 褐色粘土粒(0.2~0. 4cm)・灰褐色粘土粒(0.2~0. 5cm)少

黄褐色粘士粒(0.2~0. 4cm)多
2 灰褐色土 黄掲色粘士粒(0.5cm)少焼土粒(0.2cm)微品酸化土

S017・23・25 1-1' 
1 灰褐色土 地山粒 ・炭化物少 しまり強粘性弱
2 黒褐色土 地山粒 ・炭化物少 しまり強粘性弱
3 黒褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5~I. 0cm)・炭化物少

しまり強粘性弱
4 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5~I. 0cm)・炭化物やや多

しまり強粘性弱
5 媒褐色士 地山粒 ・地山プロック（I.0cm)・炭化物やや多 しまり強粘性弱
6 暗褐色土 地山粒・地山プロック (2.0~3. 0cm)・炭化物多 しまり強粘性弱
7 媒掲色土 地山粒 ・炭化物微祉 しまり強粘性弱

S D22 L-L' 
1 黒褐色土 黄褐色粘土粒(0.2~I. 0cm)やや多

S026 P-P'~R-R' 
1 灰褐色土 炭化物少浅間A軽石微呈 しまり強粘性弱
2 黒褐色士 炭化物少地山プロック(1.0~2.0cm)少 しまり強粘性弱
3 暗褐色土 炭化物少地山プロック（2.0~3. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

s D28・29 s-s' 
1 灰掲色土 地山プロック (0.5cm)・炭化物少 しまり強粘性弱
2 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)やや多炭化物少 しまり強粘性弱
3 黒褐色土 地山プロック(!.0~2. 0cm)多炭化物少 しまり強粘性弱
4 灰褐色土 地山プロック (2.0~3. 0cm)やや多炭化物少 しまり強粘性弱
5 暗褐色土 地山プロック(!.0~2. 0cm)・炭化物プロック (0.5cm)少

しまり強粘性弱

SD32 
．江．Om S035 

工!J9m SD28 _I' 

S037 
y' 

0 2m 
160 

S D28 T-T' 
1 黒褐色土 地山粒 ・炭化物少地山プロック(1.0~2. 0cm)やや多

しまり強粘性弱

s D30 v-v' 
1 黄褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・炭化物プロック (0.5cm)少

しまり強粘性やや弱
2 灰褐色士 地山プロック(1.0~2. 0cm)・炭化物プロック (0.5cm)やや多

しまり強粘性やや弱
3 暗黄褐色士地山プロック(1.0~2.0cm)極多 しまり強粘性やや弱

S D31 W-W' 
1 暗褐色土 地山粒・炭化物少 しまり強粘性弱
2 暗黄褐色土 地山粒 ・炭化物 ・地山プロック (0.5~I. 0cm)少

しまり強粘性弱

s D32 x-x・ 
1 耕作土
1 暗褐色土 地山粒(0.5cm)・焼士粒(0.2cm)少
2 暗褐色土 焼土粒少
3 媒掲色士 焼土粒少
4 黒褐色士 黄褐色粘土粒(0.2~0. 4cm)・褐色粘土粒(0.2~0. 4cm)多

焼土粒(0.2cm)微欣
5 黒色土 黄褐色粘士粒(0.2~0. 4cm)・褐色粘土粒(0.2~0. 4cm)やや多

炭化物(0.5cm)微址
6 黒色土 黄褐色粘土粒(0.2~0. 4cm)・褐色粘土粒(0.2~0. 4cm)多

7 黒色土
8 黒色士 褐色粘土粒多焼土粒(0.2cm)微産埋戻し士

S D35・37 Y-Y' 
1 褐色土 黄褐色粘士粒(0.5~2. 0cm)やや多

黒色土プロック (0.5~0. 7cm)少
2 暗褐色土 黄褐色粘土粒（1.0~3.0cm)多埋戻し土
3 黒褐色土 黄褐色粘土粒（1.0~3.0cm)多褐色粘土粒(0.7cm) 

• 黒色土プロッ ク (2. 0~3. 0cm)微菰埋戻し士

第240図溝跡断面図 (10)
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互 Im S D37-乙＇誓 7

SD46 
ヽ／ ＼ ヽ ニ立

立 Im SD38 ユ．・1:J_1_2lm 土．＇ ．竺Im

三 口こニ
f 12.0m f' ． ．  

．色p1m 1 ~• 

冒
．鯉lm~•

S051 

言言青

d 11.9m d' 

h 12.om h' 

SD159 

5``  

二三二k11

竺 Sm SD175 撹乱 撹乱 -5'..' 

SK1082 l l`  

S D37・38 Z-Z'a-a' 

1 褐色士 黄掲色粘士粒(0.2~0. 7cm)やや多
2 掲色士 黄掲色粘士粒（1.0~2.0cm)多

暗褐色土プロック(1.0cm)やや多
3 褐色土 褐色地山(0.5cm)・暗褐色土プロック (0.5cm)少

焼土 (0.2cm)微藉

SD39 c-c' 

1 黒褐色土褐色粘上(0.5~2. 0cm)・灰掲色粘土(0.2~0. 4cm)多 ヒ°ント
2 暗褐色土灰褐色粘土(0.2~I. 0cm)やや多 黒色士プロ ック(0.7cm)少

I 119m I' 
~- SD160 - ・ 

ロ／言
ml20m m 
•一 SD 1 6D 一•

冒
n 12.0m 

｀ 
゜SD46 e-e 

］ 耕作士
l 灰掲色士 白色粒
2 褐色上 やや砂質
3 暗褐色土褐色土ブロック (0.2~I. 0cm)少
4 黒褐色土 黄褐色粘士粒(0.5~I. 5cm)・灰褐色粘土粒(1.0cm)微品
5 黒掲色士 黄褐色粘士粒(2.0~3. 0cm)多灰褐色粘士粒(0.5cm)やや多

灰褐色粘士粒(0.5~0. 7cm)少

2m  

＇ 1. 60 

8D175 o-o' 
1 黒褐色士 黄褐色粘士プロック (0.8~I. 0cm)多
2 黒褐色士 黄褐色粘士プロック (0.5~0. 8cm)少

第241図溝跡断面図 (11)

を切っている。平面形は概ね直線状で、両端とも

調査区外に続く 。規模は、全長9.25m、上場幅

1.15~2.50m、下場幅0.25~0.59m、深さ0.74~

1.22m、断面形は逆台形に近いが、段をもつ部分

もある。方位は概ねN-8° -Eを指す。

底面から自然木が出土した。図化できた遺物は、

焙烙・陶磁器8点 (250~257)、木製品5点 (10

~14)である。また図化には至らなかったが、瀬

戸 ・美濃系の陶器碗・皿（18• 19C)・肥前系の陶

器皿（17C後半～18C前半）の小破片が出土した。

第124号溝跡（第230• 232図）

I -13 • 14、J-13グリッドに位置する。第123

号溝跡に切られている。平面形は「L」字状で、南

は途切れ、西は調脊区外に続く 。規模は、全長

11.05m、上場幅0.40~1.19m、下場幅0.19~

0.31m、深さ0.37~0.56m、断面形は逆台形もし

くは「U」字状に近いが、段をもつ部分もある。方

位はN-68° -WとN-32° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第125号溝跡（第230• 232図）

I -14グリッドに位置する。菫複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、南

は途切れ、北は調査区外に続く 。規模は、全長

11.30m、上場幅0.31~0.41m、下場幅0.31~0.95

m、深さ1.06m、断面形は逆台形である。方位はN

-28° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第126号溝跡（第230• 232図）

I -14グリッドに位置する。北は調査区外に

続く 。平面形は直線状で、規模は、全長1.90m、

上場幅0.20~0.35m、下場幅0.15~0.25m、深さ

1.03m、断面形は逆台形である。方位はN-4°

-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第127号溝跡（第230• 232図）

I -14グリッドに位置する。菫複遺構との新

旧関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状

で、東は調査区外に続く 。規模は、全長1.85m、
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上場幅0.85~l.Olm、下場幅0.78~0.91m、深さ

l.Olm、断面形は逆台形である。方位はN-66°

-Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第128号溝跡（第230• 232図）

I • J -14グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は概ね直線

状で、両端とも途切れる。規模は、 全長2.85m、

上場幅0.19~0.35m、下場幅0.10~0.22m、深

さ0.07m、断面形は逆台形である。方位は概ねN

-2° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第129号溝跡（第224• 225図）

0-3グリッドに位置する。平面形は概ね直線

状で、北は途切れ、南は調査区外に続く 。規模は、

全長8.65m、上場幅0.25~0.89m、下場幅0.15~

0.25m、深さO.llm、断面形は逆台形である。方

位は概ねN-11° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第130号溝跡（第224• 225図）

0-3・4グリッドに位置する。第114号溝跡

との新旧関係は不明である。平面形は円弧状で、

北は途切れ、南は調査区外に続く 。規模は、 全長

3.95m、上場幅0.35~0.91m、下場幅0.12~0.45

m、深さ0.06m、断面形は1II1状である。方位は概

ねN-32° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第132号溝跡（第226• 227図）

M-5・6グリッドに位置する。第4号方形周

溝墓を切っているが、その他の重複遺構との新旧

関係は不明である。平面形は直線状で、両端とも

途切れる。規模は、全長7.51m、上場幅0.85~

1.09m、下場幅0.55~0.76m、深さO.llm、断面

形は皿状である。方位はN-45° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第133号溝跡（第233• 234図）

D-16グリッドに位置する。第9号周溝状遺構

を切っているが、その他の重複遺構との新旧関係

は確認できなかった。平面形は直線状で、両端と

もに途切れる。規模は、全長1.30m、上場幅0.42

~0.71m、下場幅0.22~0.28m、深さ0.51m、断

面形は碗状である。方位はN-50° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第141号溝跡（第230• 231図）

H • I -10グリッドに位置する。ピットとの

新旧関係は不明である。平面形は直線状で、両端

ともに途切れる。規模は、全長5.91m、上場幅0.15

~0.35m、下場幅0.14~0.25m、深さO.llm、断

面形は1II1状である。方位はN-43° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第143号溝跡（第226• 227図）

L・ M-8グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端ともに途切れる。規模は、全長2.50m、上場

幅0.15~0.26m、下場幅0.06m、深さ0.09m、断

面形は1II1状である。方位はN-58° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第144号溝跡（第226• 227図）

M-7グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端ともに途切れる。規模は、全長1.41m、上場幅

0.21~0.30m、下場幅0.14m、深さ0.09m、断面

形は逆台形である。方位はN-44° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第145号溝跡（第228• 229図）

I-9グリッドに位置する。重複遺構との新1日

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端ともに途切れる。規模は、全長2.85m、上場幅

0.55~0.85m、下場幅0.38~0.65m、深さ0.11

m、断面形は1II1状である。方位はN-47° -Wを

指す。

遺物は出土しなかった。

第146号溝跡（第228• 229図）

I-9グリッドに位置する。重複遺構との新旧
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関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端ともに途切れる。規模は、全長1.95m、上場幅

0.40~0.69m、下場幅0.25~0.49m、深さ0.11

m、断面形は1II1状である。方位はN-36° -Wを

指す。

遺物は出土しなかった。

第147号溝跡（第228• 229図）

L-9・10グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

西は途切れ、東は調査区外に続く 。規模は、全長

1.78m、上場幅0.21~0.39m、下場幅0.11~0.21

m、深さ0.26m、断面形は碗状である。方位はN

-55° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第150号溝跡（第224• 225図）

0-4グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長1.90m、上場幅

0.12~0.20m、下場幅0.06~0.08m、深さ0.08

m、断面形は皿状である。方位はN-49° -Wを

指す。

遺物は出土しなかった。

第151号溝跡（第226• 227図）

L-5・6グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は概ね直線

状で、北と両端は調査区外に続く 。規模は、全長

8.75m、上場幅0.35~0.95m、下場幅0.21~0.85

m、深さ0.17m、断面形は1II1状と推定される。方

位はN-47° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第152号溝跡（第226• 227図）

N-4グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端とも途切れている。規模は、全長1.19m、上場

幅0.31m、下場幅0.19m、深さ0.07m、断面形は

皿状と推定される。方位はN-54° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第153号溝跡（第226• 227図）

N-6グリッドに位置する。平面形は直線状で、

両端ともに途切れる。規模は、全長8.35m、上場

幅0.26m、下場幅0.19m、深さ0.07m、断面形は

皿状である。方位はN-55° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第154号溝跡（第230• 231図）

H-10グリッドに位置する。第1号方形周溝墓

を切っている。平面形は直線状で、両端ともに途

切れる。規模は、全長1.72m、上場幅0.25~0.40

m、下場幅0.19m、深さO.llm、断面形は皿状で

ある。方位はN-55° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第157号溝跡（第239• 240図）

A-21グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は直線状で、両

端ともに途切れる。規模は、全長2.83m、上場幅

0.28~0.35m、下場幅0.18m、深さ0.07m、断面

形は1IIl状である。方位はN-57° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第159号溝跡（第239• 241図）

B-20 • 21グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長3.85m、上場幅

0.39~0.50m、下場幅0.30m、深さ0.48m、断面

形は逆台形である。方位はN-65° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第160号溝跡（第239~241図）

B-20・21、C-20グリッドに位置する。里複

遺構との新旧関係は確認できなかった。平面形は

直線状で、両端ともに途切れる。規模は、 全長

10.02m、上場幅0.34~0.52m、下場幅0.21~0.35

m、深さ0.08~0.16m、断面形は1IIl状もしくは碗

状である。方位はN-22° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第162号溝跡（第235• 237図）

C-19グリッドに位置する。重複遺構との新旧
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関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端ともに途切れる。規模は、全長2.78m、上場

幅0.23~0.55m、下場幅0.10~0.29m、深さ0.25

m、断面形は逆台形に近い。方位はN-50° -W 

を指す。

遺物は出土しなかった。

第163号溝跡（第235• 238図）

C-19グリッドに位置する。菫複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は歪んだ直線状

で、両端ともに途切れる。規模は、全長3.75m、

上場幅0.40~1.15m、下場幅0.21~0.85m、深さ

0.15m、断面形は逆台形に近い。方位はN-77°

-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第164号溝跡（第235• 237図）

C-20グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長3.21m、上場幅

0.25~0.40m、下場幅0.15~0.24m、深さ0.06

m、断面形は皿状である。方位はN-46° -Wを

指す。

遺物は出土しなかった。

第165号溝跡（第239• 241図）

C-20 • 21グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長3.80m、上場幅

0.45~0.61m、下場幅0.31~0.41m、深さ0.07

m、断面形は皿状である。方位はN-62° -Wを

指す。

遺物は出土しなかった。

第166号溝跡（第235• 239 • 241図）

C-20グリッドに位置する。菫複遺構との新

旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端ともに途切れる。規模は、全長3.80m、上場

幅0.38~0.45m、下場幅0.23~0.30m、深さ0.16

m、断面形は逆台形である。方位はN-63° -W 

を指す。

遺物は出土しなかった。

第167号溝跡（第235• 238図）

D-20・21グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は直線状で、

両端ともに途切れる。規模は、全長6.65m、上場

幅0.46~0.99m、下場幅0.31~0.72m、深さ0.29

m、断面形は逆台形である。方位はN-65° -W 

を指す。

遺物は出土しなかった。

第168号溝跡（第235• 238図）

D-20グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は「L」字状で、

両端ともに途切れる。規模は、全長2.20m、上場

幅0.31~0.58m、下場幅0.10~0.45m、深さ0.16

m、断面形は逆台形に近い。方位はN-64° -W 

とN-15° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第169号溝跡（第235• 237図）

D-19 • 20グリッドに位置する。菫複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は概ね直線

状で、両端ともに途切れる。規模は、全長4.35m、

上場幅0.35~0.53m、下場幅0.19~0.28m、深さ

0.17m、断面形は逆台形に近い。方位はN-50°

-Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第172号溝跡（第235• 238図）

E-20グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端とも途切れている。規模は、全長2.35m、上

場幅0.19~0.35m、下場幅0.llm、深さ0.08m、

断面形は皿状である。方位はN-74° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第173号溝跡（第235• 238図）

C-17グリッドに位置する。重複遺構との新

旧関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状

で、両端とも途切れている。規模は、全長5.67m、

上場幅0.50m、下場幅0.30m、深さ0.21m、断面
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形は碗状である。方位はN-42° -Eを指す。

遺物は出土しなかった。

第174号溝跡（第235• 238図）

F-19グリッドに位置する。第11号周溝状遺構

を切っているが、その他の重複遺構との新旧関係

は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、両

端ともに途切れている。規模は、全長3.32m、上

場幅0.40~0.50m、下場幅0.27~0.40m、深さ

0.17m、断面形は碗状である。方位はN-61° ―

Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第175号溝跡（第235• 238 • 239 • 241図）

D-20・21グリッドに位置する。第108号土壊

を切っているが、その他の重複遺構との新旧関係

は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、西

側は途切れ、東側は調査区外に続く 。規模は、全

長3.50m、上場幅2.19~4.45m、下場幅1.99~

2.70m、深さ0.19~0.26m、断面形は逆台形であ

る。方位はN-68° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第176号溝跡（第235• 238図）

E-19グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長0.60m、上場幅

0.51~0.58m、下場幅0.42~0.49m、深さ0.28

m、断面形は逆台形である。方位はN-14° -E 

を指す。

遺物は出土しなかった。

第177号溝跡（第233• 234図）

F-16グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長2.40m、上場幅

0.25~0.40m、下場幅0.17~0.30m、深さ0.05

m、断面形は皿状である。方位はN-23° -Eを

指す。

遺物は出土しなかった。

第178号溝跡（第233• 234図）

D-16グリッドに位置する。重複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長0.79m、上場幅

0.39~0.45m、下場幅0.15m、深さ0.15m、断面

形は逆台形である。方位はN-74° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第179号溝跡（第233• 234図）

D-16 • 17グリッドに位置する。重複遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は概ね直線

状で、両端ともに途切れる。規模は、全長2.60m、

上場幅0.40~0.50m、下場幅0.30~0.39m、深さ

0.16m、断面形は碗状である。方位はN-55° ―
Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第180号溝跡（第235• 238図）

E-18グリッドに位置する。甫複遺構との新旧

関係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端ともに途切れる。規模は、全長1.60m、上場

幅0.32~0.61m、下場幅0.21~0.45m、深さ0.16

m、断面形は逆台形である。方位はN-23° -E 

を指す。

遺物は出土しなかった。

第181号溝跡（第235• 237図）

E • F-18グリッドに位置する。第56号溝跡

に切られるが、その他の重複遺構との新旧関係は

確認できなかった。平面形は概ね直線状で、両端

ともに途切れる。規模は、全長6.55m、上場幅0.35

~0.88m、下場幅0.20~0.69m、深さ0.24m、断

面形は一部に段を持つ逆台形である。方位はN-

67° -Wを指す。

遺物は出土しなかった。

第182号溝跡（第235• 238図）

F-19グリッドに位置する。平面形は概ね直線

状で、北は途切れ、南は調査区外に続く 。規模は、

全長1.10m、上場幅0.18~0.25m、下場幅0.10m、

深さ0.07m、断面形は皿状である。方位はN-53°

-Wを指す。
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第 28表溝跡出土遺物観察表

番号 迫構 区別 種別 器種 残(雙%) 口(cm径) 烹息 息百 胎土 焼成 色調 闘 備考

1 SDl A 土師器 亜つ 40 (8.0) [4 9[ ACDF 普通 橙 O-20G 器面風化顕著 底部木葉痕
G 

2 SDl A 土師器 台付甕 60 (12 4) [12 3] AFGH 普通 明赤褐 B-21G 器面風化 被熱により赤色化か

3 SDl A 土師器 甕 10 (18 0) [3.31 CEFJ 普通 灰白 NnlO 器面風化顕著

4 SDl A 土師器 甕 10 (16.8) 12.01 ADFG 普通 灰褐 B-21G 器面風化顕著

5 SD1 A 土師器 杯 40 (13.0) [2 8] ACFG 普通 橙 A-21G 器面風化J 

6 SD1 A 須恵器 杯 40 (6.0) [2.0] ACGH 良好 灰 輔槌 A-21G 底部回転糸切り離し後ヘラナデ

7 SDl A 須恵器 好 40 (6.0) [l 7] ACGH 良好 灰 饒轄 A-21G 底部回転糸切り離し

8 SDl A 須恵器 坪 30 (6.6) [O 7[ AGH 良好 灰 輯櫨 A-21G 底部回転糸切り離し

， SDl A 須恵器 坪 95 44 [O 8[ AFG 不良
にぶい
輛輯 底部回転糸切り離し

黄橙

10 SDl A 須恵器 坪 20 (10 0) 11.01 ACFG 普通 灰白 輔輯 A-21G 底部回転糸切り離し後ヘラ削り

11 SDl A 須恵器 坪 25 (9.5) [0.7] 
ACDG 

良好 黄灰 饒轄 A-21G 底部回転ヘラ削りH 

12 SD1 A 須恵器 杯 25 (10 0) [13] AGH 普通 灰 輔櫨 A-21G 底部回転糸切り離し後ヘラ削りか

13 SD1 A 須恵器 杯 20 (16 0) (10 0) 3.3 CFH 普通 灰 輔轄 内外面火だすきあり 底部回転ヘラ削り

14 SDl A 須恵器 蓋 30 
摘み径

[1.7[ ACEG 良好 灰 輔轄 A-21G 回転ヘラ削り28 H 

15 SDl A 須恵器 蓋 50 [2 2] AGH 良好 灰 輯槌 回転ヘラ削り

16 SDl A 須恵器 蓋 60 
摘み径

11 71 
ACDG 

普通 褐灰 饒轄 A-21G 回転ヘラ削り3 1 H 

17 SDl A 須恵器 甕 10 16.7] ABG 普通 灰 饒鑢 D-20G 内面自然釉

18 SDl A 須恵器 罪・ギ 20 (15 3) [4 7[ AFGH 普通 灰 輔櫨 A-21G 内外面自然釉

19 SDl A 須恵器 g 一 70 14.2 [5 3] AEG 良好 灰 轄槌 Nol 自然釉付着 底部に焼台と思われるもの有

20 SDl A 須恵器 長頸壺 80 [10 6] ACGH 良好 灰白 続輻 P-20G 自然釉
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番号 追構 区別 種別 器種 残(阿/4) 口(cm径) 門 息召 胎土 焼成 色調 闘 備考

21 SD1 A 陶器 小碗 80 66 3 1 4 1 AG  良好 灰白 輔輯
D-20G 贋烹 贔入多 冒～高台内閻
貼付け高 戸・美 系 18C か

22 SD1 A 陶器 碗 80 (9 3) 35 52 G 良好 灰白 輔輯 透明釉銅闘 悶入雷嘉斎削出し靡台見込み砂粒 付 ． 系 18C ～後半

D-20G 楽自腐系悶銅息胃閂イッチン且入多
23 SDl A 陶器 碗 70 9.5 29 5.5 G 良好 灰白 輔饒 腰只． ～高 釉 け か 二次的熱

・信 系 lSC ～後 半球形

24 SDl A 磁器 碗 85 88 3 1 58 G 良好 認 輔饉 D-20G 古半回透ム口明農呉
須 閥闊開 見込み贔寿」

削中出～後し 付～高台 着 肥前 18C 

25 SDl A 磁器 碗 70 (9.6) 36 4.8 G 良好 灰白 饒輯 冒明釉 喜須文様は魯靡出し尚台戸 ・美系か 19C ~ 

26 SD1 A 磁器 碗 90 10 0 3.4 4.5 CG 良好 灰白 輔飽
D-20G し美古回透濃ム口明系釉古回か台呉内須砂粒前文多～様醤中は付雑着 尚台内禍 「福」か

靡． 19C

D-20G 丑明麿腐悶二重網目盃見込み二重圏
27 SDl A 磁器 碗 80 10.4 3.6 5.2 G 良好 灰白 輛髄 線・鷹 台 「福」か 戸 ・美濃系か

19C 

28 SDl A 砿器 碗 50 (9 0) (3 5) 56 G 良好 灰白 輔輯 透悶靡呉儡外鷹松内冒口縁四方靡文五 文 出し台肥系 18C ～後半

29 SDl A 磁器 碗 40 (10 0) (3.8) 4.9 G 良好 認 鞘饒 透明讐呉須 岱台内施釉 草花文 削出し尚台肥前 18C後

30 SDl A 磁器 碗 40 (9 0) [5.2] G 良好 灰白 饒輯
D-20G 半透明釉呉須 内面口縁四方欅文 肥前系
18C後

31 SDl A 磁器 碗 30 (8 8) [4 6] G 良好 認 輪栢 D-20G 透讐 呉須 内面口縁四方欅文 肥月IJ系18C中～後

32 SDl A 磁器 碗 80 (9.0) [3.9] D 良好 認 轍轄 透明釉 呉須 肥前系 19C代か
33 SDl A 磁器 小坪 50 75 2.8 36 G 良好 認 輔饉 透明喜翡塁削出し高台瀬戸 ・美濃系19C ~ 

34 SDl A 磁器 碗 80 45 [l 7] A 普通 灰黄 輔轄 靡面黄釉に白転化ヘ粧ラ土 貰篇ぷ腰i嘉〗目か 貼付け台か回 削り ・美 、 lSCか

35 SDl A 土輔師轄か 皿か 20 (6 8) [2.01 CEFH 普通 橙 鞘糖 底部回転糸切り離し

36 SDl A 土器
かわら 20 (11.3) (6.4) 2.5 BEF 普通 橙 饒轄 A-21G 底部回転糸切り離し
け

37 SDl A 陶器 平碗 55 (12.6) 4.2 5 1 G 良好 悶 輔饉 甕凩． 文焼明風釉（鉄陶絵貰器） 入畠轍讐目比較畠顕著 見込み楼閣山出し台肥系 17C後半

38 SDl A 磁器 菊皿 30 (18.8) (12 6) 3 1 G 良好 認 輔轄 辺、9胃釉呉閃腐胃悶樹文か削出し品月̀1J‘ 皇畳 ・高台砂 肥前系 18C

39 SDl A 青磁 瓶 95 54 [14 4] A 良好 贔 轄轄 塁： 塁耳付 贔入多 高台内施釉削出し尚台か舶 品

40 SDl A 陶器 灯明皿 20 (4.4) [l 2] A 良好 褐灰 輔輯 靡外面塁悶外面刷喜皐り 9見C込前み半輪 トチ跡戸 ・ 系 18C ~ 1 

41 SDl A 陶器
灯明 40 (10.3) 50 1.8 AFG 良好 灰白 輔轄 闊面煤付冒内眉油溝美（半濃月系状）付近闘付着
受皿 部ヘラり 戸 ・ 19C 

42 SDl A 陶器 乗燭 60 5.7 [6 2] AG  良好 認 輔轍 D-20G g 讐底部悶悶底部回転糸切り離し瀬戸 ・美 18C 

43 SDl A 陶器 播鉢 5 [2 5] AG  良好 灰黄 輪積か 焼締か丹波系か 18C代か

44 SDl A 土器 焙烙 5 56 ABF 普通 灰黄褐 B-21G 在地系

45 SDl A 土器 焙烙 5 [4 8] AGH 普通 灰 輪和 中陪外面煤付着

46 SDl A 土器 焙烙 5 62 ABFG 普通 褐灰 輪栢 上層

47 SDl A 青磁 香炉 95 11.0 6.5 8.2 AG  良好 髯 輛轄 D-26G 粒青付磁着釉 尚畠内施昇削出し古回半・口ム畳付砂 高台トチ 17C後

48 SDl A 陶器 徳利 100 72 [19 3] A 良好 灰 輔轄 焚面篇’ 幕付． 高4.4台合内闊 彗トチ跡か口 面り ・系 lSC後半

49 SDl A 陶器 捏鉢か 25 (14.0) [14.11 AJ 普通 灰白 輛観 靡 塁入霊削出し塁台 9見C込初み頭トチ跡2・ 濃 18C中 ～1 

50 SDl A 陶器 甕 45 94 [5 7] 
ABCD 普通 褐灰 輪梢 A-21G 
H 

51 SDl A 磁器 瓶 10 (7 O) [1.4] AG  良好 認 饒轄 徳削利出かし高外台面透高明台釉内砂貫粒入付着多 肥晶台前系内施釉18C代か
52 SDl A 陶器 甕 20 (16.0) [7.21 ACFG 普通 黄灰 鞘櫨 B-21G 焼締貼付け高台

53 SDl A 石製品 砥石
長さ[8.1昇 幅3.3cm 厚さ2.6cm
重さ110

A-21G 4面使用（上下端部以外） 使用度高 凝灰岩

54 SDl A 闘 平瓦 贔さl 1.97c.lm ] cm 閲2.3]cm さf .5cm
DGH 灰 D-20G やや砂質

55 SDl A 土製品 不明 80 贔さl 6 6] cm 幅16cmさ．4cm 径1.4cm
FG 橙 No.6 

56 SDl A 痕貝泥巣岩穴 畠さ2.5cm 幅1.7cm 厚さ1.5cm にぶい 3孔被熱による赤色化弱
さ64g 黄橙

57 SDl A 鉄製品 刀子か 長重ささ9[4.8.6g ] cm 幅08cm 厚さ0.1~0.3cm B-21G 両端部欠損銹化著しい

58 SD1 A 鉄製品 鎌 畠さ184cm 幅33cm 厚さ0.35cmさ127.9~ 
B-21G 銹化著しい

59 SDl A 鉄製品 不明
長さJ 16 OJ cm 幅04~10cm 
厚さ ．2-0.5cm 重さ55.8g 

B-21G 銹化著しい
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番号 追構 区別 種別 器種 残(肛/4) 口(cm径) 塁〖 万召 胎土 焼成 色調 霜 備考

60 SDl A 闘 煙管
長さ [4.31cm 径0.9cm 重さ4.1g 緑錯をふくものの追存状況比較的良好吸口

61 SD7 C 土師器 高坪 15 (11.0) [4.8[ BE 普通 明褐 器面風化顕著

62 SD7 C 土師器 杯 10 (12 0) [4.41 AG 良好 明赤褐 内外面赤彩

63 SD8 C 土師器 身 30 (13 2) [3 6) ABCG 普通 橙 内面外面口縁部赤彩K 

64 SDlO C 土師器 甑 20 (18 0) [8.21 CFJ 普通
にぶし、

I-lOG 外面黒斑あり
黄橙

65 SDlO C 土師器 甕 15 (18 7) [5.8] ACFG 普通
にぶい

I-lOG 褐

66 SDlO C 土師器 甑 20 (22.0) [16 31 CFG 普通 明赤褐 器面風化額著

67 SDll C 石製品 砥石 長さ [8.0]cm 幅33cm 厚さ37cm 旧SD33 上下端部以外使用 凝灰岩重さ 1477 e: 

68 SD13 C 磁器 碗 30 (7.0) [2.8] A 良好 認 鞘結 透明釉 呉須内外面全面釉瀬戸・ 美浪系か19C 

69 SD13 C 磁器 小碗 10 (7.8) [4 5] G 良好 靡息 讐熊 喜閏覧呉須菊花覧らし斎内面口縁＿重圏線18C中～後筒

70 SD13 C 陶器 碗 95 4.4 [l OJ AF 普通 灰黄 輔輯 闊面施塁嬰出し尚覧見込み誓付着戸 ・ 濃 18C か 天目

摘(4み.0径) 晶 透門釉 畠儡外而闊嬰草斎喜呵口縁四方門文71 SD14 C 磁器 蓋 40 (9 3) 2.9 G 良好 輔憾 畠み二 線・草 み大明□□
み削出し 瀬戸・美浪系 19C前半

72 SD14 C 鉄製品 釘か 長さ8[4.7 .5g 1 cm 幅1.1cm 厚さ [0.7]cm 
重さ 銹化著しい 両端部欠損

73 SD16 A 土師器 壺 50 (7.4) [2.0[ ABDG 普通 浅黄橙 器面磨滅顕著 調整痕はみえづらい

74 SD16 A 磁器 小杯 45 (6.6) (2.8) 34 G 良好 謡 輛櫨 透冒悶呉須 墨文 削甑し贋皐母付砂粒付着
鉄 付肥前 18C ~ 

75 SD16 A 磁器 碗 30 (9.8) [3 31 A 良好 醤 輯輯 透明釉呉須梅樹文 肥前系 18C中～後半

76 SD16 A 磁器 碗 20 (10.2) [3 3] G 良好 認 輯輯 透明釉呉須揺文 肥前系 18C中頃
77 SD16 A 陶器 灯明皿 30 (lo 9) (5 0) 20 E 良好 浅黄 轍轄 悶悶見込み輪トチ塁外畠口縁重悶跡がかる油のシミ か 戸 ・美系

18C後葉～ 19C中葉

78 SD16 A 鉄製品 鎚か はさJ 2.4+2 贔cm 幅0.2cmさ．2cm さ19.2g 銹化著しい

79 SD16 A 磁器 仏飯具 70 (5 0) 35 56 AG  良好 闘 饒輔 透明嬰呉須訊輩し尚台畳付砂粒付着肥前系
17C ~18C 

80 SD16 A 陶器 灯受明台皿 80 ll8 70 49 AG  良好 灰黄 輔轄 外面靡釉底部無信削出し靡畠尚台内に「十」
の墨 瀬戸・美系 17C ~18C前半

81 SD16 A 陶器 香炉 30 (10 5) (7 5) 4.0 AG  良好 灰白 輔魃 鉄瀬狸戸 ・美削濃出系し高台17C見後込葉み輪トチ跡 偏付釉付着

82 SD16 A 陶器 皿 50 (10 7) 5.2 1.9 AG  良好 淡黄 輔憾 鉄胄悶儡し高台 塁込み目跡3ヵ所外面砂目跡
瀬・ 系 17C 半か

83 SD16 A 陶器 碗 30 4.8 12.91 CFG 良好 灰白 輛輯 天鉄釉目碗削出し高台 瀬戸・美浪系 18C代か

84 SD16 A 陶器 揺鉢 5 [4.91 ACG 普通
にぶし、

焼締丹波系か 18C代か橙

85 SD16 A 陶器 揺鉢 10 [8.5[ AG  良好 赤褐 饒輯 焼締卸目8本／条堺系か 18C中～後半

86 SD17 A 陶器 皿 20 (10.6) (6 6) 20 普通 灰白 饒輯 長石釉 底面砂目跡瀬戸 ・美浪系 17C前半

87 SD17 A 陶器 皿 5 (8 4) [l 7] G 良好 灰白 饒輯 畠石釉 畠入多 量付施釉 削出し 吉回初ム口頭
戸 ・美系志野 16C末～ 17C

88 SD17 A 陶器 皿 80 55 [2 0] FG 良好 黄灰 輔鑢
鉄削釉出し見高込台み蛇釉剥目釉ぎ剥内高ぎ台刻跡印瀬（菊戸花・文美）濃系

17C末～ 18C中葉

儡息 透明釉 呉儡線継貰ぎ・「入寿多」 百1叫 台削内出施し釉高 腰に雷冨89 SD17 A 磁器 碗 20 32 [2 9] G 良好 輔轄 見込み一重 か 台 n か
19C前葉 焼

90 SD17 A 磁器
仏飯具
70 42 [3 2] A 良好 灰白 輛轄

透明釉呉須付高台か 見込み ・鶯付砂粒付着
か 肥前系 18C後半か

91 SD17 A 磁器 碗 30 (4.6) [2.21 G 良好 認 轍輯
禍旧 S「D福36」 透削明出釉し高呉台須醤付尚砂台粒内施付釉着 ・一重圏線 ・

見込みに擦痕 肥前系 lSC前～中葉

麟 旧SD36釉透唱月［甕 底外部面砂丸目文跡・冒冒線92 SD17 A 磁器 碗 95 4.5 [1.81 G 良好 饒轄 高靡内施 し高台
畳に鉄漿肥前系 18C代

93 SD17 A 磁器 碗 50 38 [2.21 G 良好 認 輔輯 眉開釉 呉須 誓込みー胃冒線 ・五塁花文し高台高内砂粒 肥前 18C後半

94 SD17 A 磁器 碗 10 (8.0) [5.1] E 良好 認 輛櫨 冒塁釉 喜須 冒l― 塁文 ・冒繋文か 塁塁口悶―重見みー 圏 肥 18C 型

95 SD17 A 陶器 皿 20 (13 1) (7 6) 25 AG  普通 灰 輪積 闘 塁閾施釉 うのふ釉流し掛けか削出し高台
・ 系 18C代か

96 SD17 A 磁器 瓶 80 3 1 [7 6] G 良好 認 輔轄 C-20G No.5 透明釉 呉須 外面草花文肥前系17C後半

97 SD17 A 陶器 茶碗 10 (10.8) [6 3] F 良好 灰白 輛輯 灰釉貰入多瀬戸・美濃系 18C前半

98 SD17 A 陶器 揺鉢 5 [3.6[ ACFG 良好 灰褐 輪積 鉄釉卸目10本／条か備前系か 18Cか
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番号 追構 区別 種別 器種 呼(%率) 口(cm径) 巴〖 門 胎土 焼成 色調 闘 備考

99 SD17 A 陶器 香炉 20 (10.6) [6 4[ AFG 良好 灰黄 輔轄 SD17・ 16 鉄釉 瀬戸・美憐系 18C前半

100 SD17 A 陶器 鉢 5 (11 7) [4 OJ AG 良好
にぶい
輔轄 外面鉄靡腐面闘闘冑土削塁し尚台

赤褐 見込み目 系 17C ~18C前半

101 SD17 A 石製品 硯 縦重さ［53.51] c5 mg 横［43] cm 原さ［1.3]cm 赤間石

102 SD17 A 石製品 砥石 畠さ晶71 cm 幅2.5cm 犀さ24cm さ．2g
上凝下灰端岩部以外の4面使用 鉄分・マンガン付着

103 S017 A 石製品 砥石 畠さi 10 りcm 幅36cm 犀さ4.0cmさ 14 g 
全面使用 凝灰岩

104 SD17 A 石製品 砥石 畠さi 10 4] cm 幅32cm 厚さ3.8cmさ 711g 
上下端部以外の4面使用稲目か凝灰岩

105 SD17 A 土器 焙烙 5 [4 8] BE 普通 熙褐 輔櫨 外面煤付着

106 SD17 A 闘 平瓦 5 贔さ22cm 幅［89] cm さ12Siem A 良好 灰

107 SD22 A 磁器 小杯 20 (2 4) [l 7[ DG 良好 認 輔飽 透明屑鉄絵草文削出し高台肥月,,系18C か

108 SD22 A 磁器 瓶 65 62 [2 7] G 良好 認 輪栢 透明釉呉須肥前系 17C後半
109 S022 A 土師器 甕 5 (12.0) [4 81 AFGJ 普通 橙 器面風化顕著

110 SD22 A 石製品 板碑 長さ [172] cm 幅[150[ cm 原さ17cm 2行目に 「南無阿弥陀仏」 緑泥片岩

111 SD23 A 土帥器 抑4ゃi 10 (22.0) [5.2] EF 普通 橙 器面風化

112 SD23 A 土師器 甕 40 (17 3) [6 5] ACD
F 普通

にぶい 器面風化顕著 調整痕殆どなし
G 橙

113 S023 A 土帥器 台付甕 95 10.7 [8.5] ADFG 普通 橙 器面風化顕著

114 S023 A 土師器 台付甕 70 7.2 [5.7] ACFG 普通 明赤褐 器面風化

靡畠 透>， 呉須 百闘― 台自累施釉 >込み喜喜ぎ
115 SD23 A 磁器 皿 20 (6 8) [1 5] G 良好 鞘鑢 五 斎か削し台見み高

骨 付着肥前 18C前半か

116 SD23 A 石製品 砥石 魯さ9.7cm 幅5.3cm 厚さ09cm さ759 g 
上下端部以外使用 鉄分・マンガン付着 凝灰岩

117 S028 A 磁器 小杯 45 (7.2) (2.8) 36 A 良好 認 輯櫨 辺、未胃釉 喜ヽ 削出し尚畠尚台月`I▲ ) 内砂粒付喜僻 ・高 釉部分に鉄 肥系 18C ～後半

118 SD26 A 須恵器 坪 20 (11.4) [3 OJ AGH 普通 灰 輔輯

119 SD26 A 石製品 板碑 長さ [6OJ cm 幅［991 cm 厚さ [O81 cm 二条線緑泥片岩

120 SD26 A 石製品 板碑 長さ [97] cm 幅156cm 厚さ15cm 表面に割付のための細線 キリーク 緑泥片岩

121 SD29 A 須恵器 坪 20 (7 0) [l 3] ACH 普通 灰 輔轄 底部回転ヘラ削り

122 SD32 A 土師器 器台 45 (12.5) [4.71 ABC
F 普通 明赤褐 Nol 器面風化顕著
G 

123 SD32 A 磁器 碗 10 (12.2) [4.3] G 良好 灰白 轍饂
透明爪履，ロ塁口縁一重梱線 草花文か肥即系
18C ～か

124 SD32 A 陶器 1IIl 20 (10.0) (5 0) 1.9 A 普通 灰 饒飽
麟靡前き（オ釉半フ付ケ着カ>)二次削出的被し高熱台か 瀬見込戸み重美積濃跡系
lSC 

125 SD32 A 陶器 碗 85 4.6 [2 91 AG 普通 認 輔轄 眉明釉 目入多 削鷹し尚台 ＿次的被熱戸・美系 18C 半

126 SD32 A 陶器 皿 10 4.8 [1.71 AG  良好 認 輛輯 外釉肥面剥前透系ぎ明（・内釉高野台山跡内）面畳銅17緑付C釉後・高半削台～出内18釉しC高付前着台半 見込み蛇目

127 SD32 A 磁器 不明 20 (6 8) [3 2] G 良好 認 饒輯 外面透明釉肥前系か 19Cか
にぶい

｀ 
SDl 7 C-20G No.2 内灰・釉畳付前畳半ト付チか・跡高台内一部釉付

128 SD40 A 陶器 徳利 95 79 [19.9] AG 良好 黄橙
輔轄 削塁し霊台高台
戸 ・濃 尾呂か 18C

129 SD40 A 陶器 甕 60 14.7 [4.21 EF 良好 灰白 輪栢
旧SDl7 C-20G Nol 疇 畳付．届襄内施釉（ハ
ケ）削出し高台瀬戸 浪系 19C か

130 SD40 A 青磁 碗 10 (12.2) [3 6] G 良好 謡 唱 C-19G 青磁釉貰入多
131 SD41 A 須恵器 蓋 30 (16.3) [l 9] AG 良好 灰 輔鑢 D-19G かえり欠損

132 SD41 A 土師器 坪 20 (11.2) [2 5] AFG 普通 明赤褐 D-19G 内外面赤彩器面風化

133 SD41 A 士師器 坪 20 (1 2. 0) [2.9] ADEF 普通 明赤褐
D-19G 閾面 ・外面口縁部赤彩 器面風化
一次的被

134 SD41 A 土師器 麻 70 12.7 3.9 ACDG 普通
にぶい D-19G 内面・外面口縁部赤彩 内面風化
橙

135 SD42 A 土師器 坪 60 13.1 [4.2] ACF
G 良好 明赤褐 C-18G 内外面赤彩

HJ 

136 SD42 A 土師器 坪 20 (13.6) [5.2] ACG 普通 赤褐 No.3 内外面赤彩

137 SD42 A 土師器 坪 20 (13.0) [3 5] ACD
F 良好 明赤褐 C-18G 内面・外面一部赤彩
G 

138 SD42 A 須恵器 杯（身） 65 12 6 4 1 
ABCG 普通 灰 輔櫨 No.2 
H 
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番号 逍構 区別 種別 器種 残(虹%) 口(cm径) 塁予 巴 胎土 焼成 色調 闘 備考

139 SD43 A 土師器 奸 40 (13.4) [44] 
ADFG 

普通
にぶし、

D-19G 内外面赤彩
H 褐

140 SD43 A 土師器 坪 45 (12.0) 38 
ABCD 

普通 橙 No5 全面赤彩 内外面とも風化顕著
F 

141 SD43 A 土師器 坪 35 (12.6) [4 0l 
ABCD 

良好
にぶい

D-19G 内面・外面口縁部赤彩
FG  赤褐

142 SD43 A 土師器 坪 45 (12.4) 35 FJ 
やや

橙 C-17G 器面風化顕著
不良

143 SD43 A 土師器 杯 55 12.4 39 ABH 良好 褐 NolO 内面・外面口縁部赤彩

144 SD43 A 土師器 坪 40 (12.4) [3.51 ABCG 良好 赤褐 C-18G 内面・ 外面口縁部赤彩

145 SD43 A 土師器 坪 85 13 5 4.4 ACFG 普通 橙 No8 内外面全面赤彩

146 SD43 A 土師器 杯 25 (14.3) [3 OJ AGH 良好
にぶい

D-18G 内外面赤彩赤褐

147 SD43 A 土師器 杯 80 12 1 46 ACFG 普通 赤褐 N07 内面赤彩

148 SD43 A 土師器 坪 5 [2 6] 
ABCD 

普通 橙 No.7・9 内外面赤彩G 

149 SD41 A 土師器 甕 15 (18 9) [2 7] ACFG 普通 灰褐 D-19G 器面風化

150 SD41 A 須恵器 杯 20 (11.0) [2 3] CEG  普通 灰 輯輯 D-19G 底部回転ヘラ削り

151 SD41 A 土師器 甕 50 4.4 [2.51 AFG  普通 明赤褐 D-19G 

152 SD41 A 土師器 壺 80 72 [2.4[ ABCG 普通 橙 D-19G 器面風化顕著底部木蕪痕

153 SD43 A 土師器 甕 20 (9 6) 12.5] AF  普通
にぶい

D-19G 
橙

154 SD43 A 土師器 壺 60 94 [2.6[ 
ACFGJ 

普通 褐灰 C-18G 外面被熱のため赤色化 風化罪著J 

155 SD43 A 土師器 甕 20 (8 0) [6.01 
ABCD 

普通 明赤褐 No.43・54・56 
G 

156 SD43 A 土師器 壺 20 (6.8) [2.11 
ABCD 

普通
にぶい

D-19G 器面風化顕著 調整不明FG  赤褐

157 SD43 A 土師器 甕 60 4.8 [2.51 AFH 普通
にぶい

L-18G 
黄橙

158 SD43 A 土師器 甕 25 (6.4) [2.7] ABCD 普通 明赤褐 D-19G 
FG  

159 SD41 A 土師器 台付甕 30 (12.0) [7 7] ACJ 普通 赤褐 E-18G 

160 SD41 A 土師器 台付甕 50 (9.9) [4 7] BCD I 普通 明赤褐 E-18G 被熱のため赤色化 器面風化

161 SD41 A 土師器 器台 70 76 70 62 
ADEF  

普通 赤褐 E-18G 器面風化
G 

162 SD43 A 土師器 台付甕 90 7.9 [6.6[ AG  
やや
明赤褐 C-18G 器面風化顕著

不良

163 SD41 A 土師器 甕 20 (24 2) ¥6.61 CEF 普通 橙 D-19G 器面風化顕著

164 SD41 A 土師器 台付甕 60 (22.0) [27 5] 
ACDF 

良好 黄灰 Nol 外面煤付着
GH  

165 SD41 A 土師器 甕 15 (22.0) [9 6] EF  普通
にぶい

Nu3 器面風化 内面炭化物・外面煤付着黄褐

166 SD41 A 土師器 鉢 40 (25.2) (10 0) 11.5 ACDF 普通 褐灰 No•2 器面風化 外面煤付着
GH  

167 SD43 A 土師器 鉢 20 (18.4) (7 0) 10 2 ACFG 普通 橙 No.45内面口縁部 ・外面赤彩 底部木葉痕

168 SD43 A 土師器 甑 25 (22.4) [8 7] 
ABCF 

普通
にぶい

No.49 外面被熱のため赤色化 器面風化GJ 赤褐

169 SD43 A 土師器 鉢 25 (16 8) [7 0] 
ACDF  

普通
にぶい

No.40赤彩か
G 黄橙

170 SD43 A 土師器 壺 70 9.7 [4 0] 
ABCF  

普通
にぶい

D-19G No.14 • 19 
G 橙

171 SD43 A 土師器 台付甕 25 (19 1) 19.61 AFGH 普通
にぶい

悩9 器面風化顕著 調整痕は殆ど残っていない橙

172 SD43 A 土師器 甕 20 (20 2) [14.8] BCFG 普通
にぶし、 D-19G No.43・44 器面風化顕著
橙 調整痕はみえにくい

173 SD43 A 土師器 甕 30 (19.0) [14.3[ 
ABCD 

普通 赤褐 C-18G 器面風化顕著FG  

174 SD43 A 土師器 甕 30 (16.4) [9.3] 
ABCD 

普通 橙 D-19G No.35 • 55 56 器面風化顕著
G 

175 SD43 A 土師器 甕 60 16.8 [25.2] 
ABCD 

普通
にぶい

No.17・18 外面下半煤付着FG  橙

176 SD41 A 土師器 甕 25 (6.6) [9.0] BD  普通
にぶい

D-19G 器面風化橙

177 SD43 A 土師器 罪・ギ 30 (8.8) [2.6[ 
ABCD 

普通 明赤褐 Nol5 器面風化顕著 底部木葉痕
G 

178 SD43 A 土師器 甑 80 18 0 80 18 2 
ACDG 

普通 橙 Nn24・35 52 
H 

179 SD43 A 土師器 一立 30 (13 2) [6.01 BCF 良好 赤褐 No.35 内面口縁部 ・外面赤彩器面風化

180 SD43 A 土器 羽口 畠さ7.2cm 幅65cm 
さ102.5g ACG  褐 気泡多
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番号 追構 区別 種別 器種 残（9ん卑） 口(cm径) 讐 烹［喜 胎土 焼成 色調 闘 備考

181 SD43 A 土師器 甑
長さ3.4cm 幅32cm ACDF 普通 赤褐 把手部分
厚さ2.5cm G 

182 SD43 A 認 銭 95 2 4cm X 2 4cm X 0.1cm 重さ44g 究永通賓銹化著しい

183 SD43 A 
青銅

銭 50 2 4cm X (1.2) cm X 0.1cm 重さ16 g 寮永通質か 銹化著しい
製品

184 SD43 A 磁器 小碗 45 (7 8) (2 8) 4.1 G 良好 騎 輔櫨 晨： 釉無釉呉・須砂屈汀i 畳削付出し・高高台台無釉部分に鉄漿肥系 18C ～半

185 SD43 A 磁器 碗 50 10 0 4.0 50 FG 良好 灰白 輯糖
眉>釉し高貰台入畳前呉付半砂須粒桐微•井付桁着文見高込台み擦内渦痕多「福」
肥 系 18C くら屎わんか碗

186 SD43 A 陶器 碗 55 (9.2) 3.8 5.5 EF 普通 灰白 轍轄 霊明釉 喜須花文前乱入多 付高台か戸・美系 19C

187 SD43 A 陶器 灯明J]]L 10 (10 5) [14] A 良好 灰 輛飩 D-19G 鉄釉 瀬戸・美濃系 18C後～19C中葉

188 SD43 A 陶器 揺鉢 5 [3 7] AG 良好 灰褐 輪粕 C-18G 鉄釉卸目 7本／条備前系か 17C代か

189 SD43 A 陶器 描鉢 5 [4 9] ACG 良好 赤褐
D-18・19G 農締卸目 8本／条堺系か
18C中～後

190 SD46 A 陶器 甕 5 [4.6] AG 良好 灰黄 輪梢 焼締外面に刻印

191 SD46 A 土師器 台付甕 55 (7 8) [7 51 
ACDF 普通 赤褐 器面風化
G 

192 SD48 A 土師器 高杯 80 13 4 [5.4] AFG 普通
にぶい C-17G 器面風化
黄橙

193 SD54 A 陶器 碗 90 5.4 [l 2] A 良好 灰褐 饒鑢 内面銅緑釉か 削出し高台肥前系か 18Cか

194 SD54 A 土師器 台付甕 90 7.0 [6 OJ AG  普通 明赤褐 No.l 

195 SD54 A 土師器 器台 70 89 [5 4] 
ABDF 普通 明赤褐 D-16G 外面ヘラ暦き
G 

196 SD54 A 土師器 高麻 90 [8.0] AFG 普通
にぶし、 E-17G 外面赤彩 器面風化額著
橙 調整痕僅かしかみえない

197 SD54 A 土師器 i廿か 50 (9 0) 45 10 0 AFG 良好 灰褐 D-16G 内外面赤彩

198 SD54 A 土師器 芍血； 50 70 [3 O[ 
ACDF 良好 褐灰 D-16G 外面赤彩
GH 

199 SD54 A 土師器 甕 35 (14 2) [17 21 ABG 普通 明褐 D-16G 被熱により表面剥離顕著

200 SD55 A 土師器 奸 15 (15 6) [3.5[ 
ABDF 普通

にぶい 内面・外面一部赤彩
G 橙

201 SD55 A 土師器 壺か 30 (10 0) [2.7[ ABCG 普通
にぶい No1 器面風化顕著 調整痕殆どみえない
赤褐

202 SD55 A 土師器 宇上L 60 (10 0) [2.6] ADFG 普通 明褐 旧SD58E-17G 器面風化

203 SD55 A 土師器 甑
長さ4.9cm 幅57cm ABCD 普通 明褐 杷手部分
厚さ4.5cm FG 

204 SD55 A 石製品 砥石 嘉さ｛ 13 りcm 幅31cm 厚さ2.0cmさ 11 g 
旧SD58E-17G 』端賃以闊の5面を使用
鉄分・マンガン付 灰

205 SD56 A 陶器 1ill 5 (13.0) [2 8] E 良好 灰 輔櫨 透明悶見18込Cみ前高台跡有 瀬戸・美浪系17C~ 

206 SD56 A 陶器 瓶 10 (10.0) [2 2] ACF 普通 黄灰 饒轄
F-18G 徳利か ：火釉 瀬戸・美浪系
lSC後～19C中

207 SD56 A 石製品 砥石
長さl 10 O2] g cm 幅68cm 犀さ3.3cm
重さ 18.

F-18G 4面使用被熱により炭化物付着砂岩

208 SD57 A 陶器 皿 40 (11 8) (6 8) 2.0 A 良好 灰白 鞘飽 F砂削-粒出17付Gし高着No台4瀬長戸見石込・釉美み砂浪貫粒系入付有着17C畳高前付台半・内高円台錐
内ピ一ン部跡施釉• 

209 SD57 A 陶器 皿 90 118 74 2.1 ACG 普通 灰白 饒輯
F-17ピGンNo.3・4 高長台17石内C釉円前錐半削ピ出ン跡し高・台砂粒見付込着み尚台跡・

瀬円錐戸・美跡濃系

F-17G悩l系長高石台志釉野内円畳錐鉄付絵ピン高跡1台6C内岱末施付～釉砂17粒C削付初出着頭し高台
210 SD57 A 陶器 皿 50 (11 8) 74 24 FG 普通 灰白 轍飽 贔込み目塁戸・美

211 SD57 A 石製品 砥石 重長ささ6[58.82] " cm 幅33cm 厚さ21cm 5面使用凝灰岩

212 SD57 A 石製品 板碑 長さ [126[ cm 幅［6.3[cm 厚さ2.1cm 「口月□日」緑泥片岩

213 SD59 A 土師器 坪 15 (11.2) [3 O[ AFG 普通
にぶい 内面・外面口縁部赤彩 器面風化顔著
橙

214 SD59 A 土師器 杯 30 (12 0) [3 4[ CEF 普通 明赤褐 内外面赤彩

215 SD59 A 土師器 甕 20 (7.6) [2.3] 
ACDF 普通

にぶい 器面風化顕著 調整痕は殆どみえない 底部木葉痕
G 橙

216 SD69 A 土師器 鉢 85 17 3 19 81 AFG 良好 灰黄褐 No3 外面ヘラ磨き

217 SD69 A 土師器 壺 70 [5 4] ADFG 普通 橙 No.6 極内め外て面み赤え彩づ 器面風化顕著
調整 らい

218 SD70 A 須恵器 甕 30 (9.8) [4 2] ADFH 普通 灰白 轄鑢 E-20G 底部回転糸切り離し

219 SD70 A 陶器 揺鉢 5 [5 6] ACEG 良好 褐灰 輪積 E-20G 鉄釉備前系か 17C代か
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番号 追構 区別 種別 器種 残(肛/4) 口(cm径) 塁〖 門百 胎土 焼成

220 SD70 A 鉄製品 頭巻釘 長さIt 闊cm 閏幅↓ 1.0] cm 
厚さ ． cm さ．8g

221 SD70 A 鉄製品 鎌か 長さi 14 81 cm 幅48cm 厚さ035cm 
重さ 25.9g 

222 SD73 A 土師器 壺 5 [2 7] ABDF 普通
G 

223 SD74 A 土師器 壺 50 5.7 [7 8] AF 普通

224 SD74 A 土師器 台付甕 95 9.9 [7 3] ABCD 普通
G 

225 SD74 A 土師器 台付甕 60 (9 4) [5 OJ ACDG 普通

226 SD74 A 土師器 器台 25 (9 4) [5 OJ ABFG 普通

227 SD74 A 磁器 碗 10 (8.2) [2 6[ G 良好

228 SD76 A 陶器 碗 30 (3 2) [3 2[ A 良好

229 SD76 A 陶器 皿 10 (10 8) (6 0) [2 7[ G 良好

230 SD76 A 陶器 碗 20 (9.6) [4.11 G 良好

231 SD76 A 石製品 砥石 畠さ107cm 幅2.9cm 厚さ15cm 
さ83.8g 

232 SD76 A 鉄製品 刀子か 長さ↓ 5 2] cm 幅1.3cm 厚さ03cm 
重 さ 3g

233 SD77 A 土師器 坪 10 (12 6) [3 4] ABDF 普通
G 

234 SD78 A 須恵器 坪 20 (9 2) 2.2 AC 良好

235 SD78 A 土師器 壺 40 (6 8) [1 l] FG 良好

236 SD87 A 土師器 小型壺 35 (10 2) 7.7 ABFG 普通

237 SD87 A 土師器 字皿 60 [6 8] AG  普通

238 SD87 A 石製品 砥石 長さ [7.61cm 幅35cm 厚さ4.8cm
重さ 1651 g 

239 SD93 A 石製品 砥石 盈さ[10l] cm I［福2.6cm 厚さ20cm 
さ786" 

240 SD103 C 土師器 甕 20 (218) [12.01 ABCD ややF 不良

241 SD103 C 土師器 甕 20 (22 0) [7.61 ABCD 薔通FG 

242 SDllO C 土師器 甕 20 (22 0) [5.3] ABCD 普通FG 

243 SDllO C 土師器 症ー・ 25 (8.0) [l 3] ACF 普通

244 SD113 C 須恵器 壺 20 (15.2) [3 l] ACDF 良好G 

245 SD117 C 須恵器 坪 80 4.8 [l 3] A 不良

246 SD117 C 闘 煙管
径17cm 長さ [l7] cm 重さ17 g （火lJJl)

247 SD118 C 土師器 杯 20 (13.2) [2 4] ACDF 酋通
G 

248 SD120 C 須恵器 腿 30 [6 4] ACEG 良好H 

249 SD120 C 石製品 闘 魯さ46cm 閏4.0cm 厚さ 1.4cm径03cm さ288 g 

250 SD123 B 土器 焙烙 5 5.4 ABF 普通

251 SD123 B 陶器 碗 60 111 4.0 53 AG  良好

252 SD123 B 磁器 皿 20 (12 1) (6 3) 3.1 ABF 良好

253 SD123 B 磁器 碗 60 40 [2.1] AG  良好

254 SD123 B 陶器 霜 85 7.0 53 28 AGH 良好
255 SD123 B 陶器 皿 30 (12 4) [2 3] A 良好

256 SD123 B 磁器 碗 10 (13.0) [4 7] G 良好

257 SD123 B 磁器 香炉 40 7.2 [7 5[ FG 良好

遺物は出土しなかった。

第183号溝跡（第233• 234図）

G-16グリッドに位置する。第10号周溝状遺

色調 霜 備考

銹化著しい 断面形推定

両端部欠損銹化著しい

にぶい
器面風化顕著 赤彩の有無不明黄橙

橙 Nnl ヘラ磨き 器面風化

橙 No.1 風化顕著

明赤褐 No.1 内而風化顕著

明赤褐 No.2 内而風化顕著

闘 饒飽 C-16G 透明鷹半り入須 外面二重固線 草文か
肥前系 17C 

灰白 帷轄 透明悶蕪貰入多 貼付け高台 凩・信楽系
18C 

灰白 靡 塁入素僭付ィ［台内施釉見込み円錐ピン跡・ 浪 17C 

灰白 輔轄 透明信悶入多草文か（鉄絵） 京・信楽系か
18C ～華

4面とも使用使用度比較的高凝灰岩

銹化著しい

橙 内面・外面口縁部赤彩

灰 底部回転ヘラ削り

にぶい
器面剥離額著調整不明黄橙

にぶい
内面口縁部・外面赤彩橙

褐灰 Nol 内外面口縁部赤彩

1日F-18GNo2 贔悶部以外の4面使用
側面使用度高

上凝下灰端岩面以外は使用している 広面は使用度尚

にぶい
器面風化顕著橙

明赤褐 器面風化

褐 器面風化

にぶい
赤褐

灰 叩き目

灰 輔輯 底部回転糸切り離し

緑錆をふく 剥離部分

明赤褐 Q-lG 内外面赤彩 器面風化顕著

青灰 輔轄 Q-lG 

Q-lG 滑石製

灰白 外面煤付着

にぶい
輔糖 篇靡靡喜（ 貰瀬入戸多） 嬰け分け 畳闊讐年史 し ・樅系 18C 腰折碗

認 轍糖 篇言吉回呉ム口須見前高込半台み内ト施チ釉跡 高畳台付脇砂粒・高台鉄内漿一有重圏線
肥 18C

認 輪梢 透見込明釉み目呉跡須偏付晶砂台粒内施付釉着 肥削前出系し晶台18C前半か
晶
輛籠 鉄泥 外面冒部菫闊跡（環士心状、一戸） ・油煙付着 晶部回転
糸切り後回ヘラり 呂系 17C

灰白 輻饂 灰釉瀬戸・美憐系 17C代

灰白 輔槌
内面透贋釉外面銅緑釉肥月IJ系（内野山）
17C後

晶
輔輯 青磁釉肥前系か 18Cか

構を切っているが、その他の重複遺構との新旧関

係は確認できなかった。平面形は概ね直線状で、

両端とも途切れる。規模は、全長1.00m、上場幅
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第254図溝跡出土木製品

第 29表溝跡出土木製品観察表

番号 追構 区別 器種 計測値(cm) 備考

1 SD1 A 
板状 長さ 11.0cm 幅56 cm 横断面芯持切断柾目
製品 厚さ 3.4cm 

2 SD1 A 
板状 長さ 10.9cm 幅5.7cm 横断面芯持切断柾目
製品 厚さ32 cm 

3 SD1 A 蓋
最大径 6.8cm 柾目
厚さ 03 cm 

4 SD1 A 蓋
最大径 6.8cm 柾目
厚さ0.3cm 

5 SD1 A 
板状 長さ [9.2]cm 幅［6.7]cm 板目
製品 厚さ16cm 

6 SD1 A 
下駄の 長さ [9.1]cm 幅[4.21cm 板目
歯 厚さ1.4cm 

7 SD1 A 下駄
長さ22.2cm 幅［7.7[cm 本体柾目 前歯板目
厚さ4.1cm 

0.25~0.32m、下場幅0.18~0.22m、深さ0.09

m、断面形は皿状である。方位はN-34° -Eを

番号 追構 区別 器種 計測値 (cm) 備考

8 SD1 A 下駄
長さ[9.1]cm 幅8.7cm 板目
厚さ 1.7cm ， SDl A 漆蓋 底径（98) cm 摘み部径 内外面赤漆横木取り15.21 cm 器高 2.7cm 

10 SD123 B 
漆椀又 径 [5.2]cm X [4.7] cm Nu6 赤漆
は漆蓋 厚さ 001 cm 

11 SD123 B 柱材か 長さ閾1. 21] 5c.m 21 幅 ［12.0] Nn 5 内面そぎ洛としcm さ cm 半割

12 SD123 B 柱材か
長さは10 8] cm 幅［138 Nol 芯持丸木
cm さ115.61cm 

13 SD123 B 
棒状 長さ [691 8c.m 7 I cm No3 芯持丸木
製品 幅17 犀さ16.21cm 

14 SD123 B 柱材か
長さ [90.4]cm No2 表面炭化 2点あ

幅 118 cm 厚さ1951 cm り同一個体 芯持丸木

指す。

遺物は出土しなかった。
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10.性格不明遺構
規模や形状、あるいは出土遺物などから、遺構

の性格を特定できないものを性格不明遺構として

扱った。

性格不明遺構とした遺構は、 A区5甚、 C区1

基の計6基である。

第1号性格不明遺構（第256~258図）

B-20・21、C-21グリッドに位置する。東側

は調査区外に続く 。第11号井戸跡・第 1号溝跡

を切っている。

検出範囲において平面形は隅丸長方形で、断面

形は概ね逆台形である。規模は、長軸は上場幅

8.90m、下場幅8.42mまでの確認で、短軸は上場

幅4.05~4.33m、下場幅3.30~3.40m、深さ0.93

~1.03m、長軸方向はN-65° -Wである。覆土

は、埋め戻しによるものと考えられる。

出土遺物は多く、図化できたのは47点(1~47)

であったが、これらは一括廃棄されたものである

と推定される。

1は、肥前系の磁器皿である。灰釉は厚く、 一

部雫状に垂れている。2は欠口に、焼継ぎと推測

される痕跡が認められる。10は肥前系の磁器小碗

であるが、高台の無釉部分には鉄漿が施されてい

る。16の欠口には、施釉されたかのような光沢が

認められるが、焼継ぎの痕跡とも考えられる。18

は肥前系の磁器広東碗である。見込みに付着物が

認められるが、これは使用時におけるものではな

く、焼成時に付着したものと考えられる。34は、

いわゆる「飯事」と呼ばれる玩具と推定される。

37は石製の硯であるが、海の先端部が失われてお

り、欠口には有機物がみられる。補修の痕跡と推

測されるが、効果がなかったためか、裏面を窪ま

せ別個に海が設けられている。なおその他に、図

化には至らなかったが、肥前系陶磁器 (18C)、瀬

戸・ 美濃系陶器（18~19C前半）などの小破片が

出土している。

第2号性格不明遺構（第259• 260図）

J・K-8グリッドに位置する。一部が調査

区外に続く 。重複するすべてのピットに切られて

いると判断した。

平面形は、断面形が逆台形に近い部分では溝

状、皿状に近い部分では不整形である。

土層断面を観察すると、第1~3層と第4~6層

で、両者には重複関係が認められる。前者を溝跡

とするべきであったかも知れないが、遺構確認段

階では別の遺構との判断がなく、セクションベル

トを残して掘り下げをした。遺物は一括で取り上

げを行ったため、帰属関係を識別できないことか

ら、全体を性格不明遺構として扱うこととした。

第255図性格不明遺構分布図
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第256図 第1号性格不明遺構

溝状部分の規模は、長軸の上場幅8.90m、下場幅

8.42m、短軸の上場幅1.42~2.00m、下場幅1.02

~1.36m、深さ0.12~0.42m、長軸方向N-13°

-Eである。溝状部分の東側部分では、最大上場

幅2.86m、下場幅2.72m、深さ0.08~0.14mであ

る。全体を通じての最大上場幅4.32m、最大下場

幅4.05m、深さ0.08~0.42mとなる。

第 1層から、土師器の小破片が多数出土したが、

図化できたのは4点(1~4:7世紀第1四半期）

である。

第3号性格不明遺構（第261~264図）

E-19グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は確認できなかった。遺構中央

よりやや南寄りの部分に段を有しており、この位

D-19・20、
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第257図第1号性格不明遺構出土遺物（1)
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第258図第1号性格不明遺構出土遺物（2)
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第30表 第1号性格不明遺構出上遺物観察表

番号 迫構 区月リ種別 器種 底(/4肛) 口(cm径) 烹悶 器高
胎土 焼成 色調 闘 備考(cm) 

1 SXl A 磁器 皿 25 (12.6) [2 71 G 良好 認 轄轄 灰釉 摩巴 8笹C文前か半 見込み蛇目釉剥ぎ 肥月lj系
17C後 l

2 SXl A 磁器 皿 45 (19.0) (9 5) 40 G 良好 明青灰 輛飽
灰胃邑回 須草贋文 削出し高台
畳 • 台内砂 ・鉄漿付着蛇目釉剥ぎ
五弁花文肥前系 18C後半

3 SXl A 磁器 皿 20 (14.4) [3 3) G 良好 誂 輔鑢
透明憩呉須外面唐草文内面草花文か肥前系
18C HIJ蕪輪花皿

4 SXl A 陶器 灯明皿 50 (10.2) 4.7 20 G 良好 認 饒輪 鉄喜底部外面油煙付着胎土砂粒微凪
見 み輪トチ跡瀬戸・美憐系 18C後 19C中葉

5 SXl A 陶器 謬 50 93 40 22 G 良好 にぶい 輛輯 喜靡闘 嬰溝孟月状胎土砂粒微紐黄橙 而付 戸 ・美沿系 18C後葉 19C中葉

6 SXl A 陶器 灯明llil 30 (10.0) [0 9] A 良好 褐灰 輛輯 鉄釉瀬戸 ・美il；；；系 18C後～ 19C中葉

7 SXl A 陶器 霜 70 11.5 44 1.9 G 良好 謳 輯輯
灰釉貰入多油溝半月状淡＜油煙が残る
瀬戸・美浪系 18C後 19C中葉

8 SXl A 陶器 乗燭 90 70 36 5.1 AG 良好 灰白 輛槌 鉄釉 冒台91こ9設C置中す葉る為の穿孔あり 瀬戸 ・美憐系
18C後， SXl A 磁器 小碗 80 63 2 7 3.1 G 良好 灰白 輛輯 透明`． ’ 呉須笹文 削出し高台偏付砂粒付着
肥HIJ 18C 

10 SXl A 磁器 小碗 20 (8 0) [4.1] E 良好 認 競輯 淳明贋呉須 悶出し高台
尚台面の無釉分鉄漿肥前系 18C

11 SXl A 磁器 碗 50 (7 0) 3.6 6.0 G 良好 認 饒輯
透明釉貰入あり 呉須 削出し高台
畳付砂粒少量付着 19C代

12 SXl A 磁器 碗 15 (ll.4) [5.6] G 良好 認 輔輯 喜悶欠口全面に黒色付着物あり（漆継ぎか）
n 窯か

13 SXl A 磁器 碗 60 10 4 4.2 5.2 G 良好 認 輔輯
透明釉呉須雙入あり 削出し尚台盗付砂粒付着
一次的被熱瀬戸・美憐系 19C前半 中葉

14 SXl A 磁器 碗 10 (10.4) [4.3] G 良好 認 輔筐 賃冒釉 靡儡草花文口縁内面＿重圏線
み 線肥前系 18C前半中葉

15 SXl A 磁器 碗 10 (11.0) [4.0] E 良好 認 輔結 塁冒塁覧須 口禄外面一重圏線 ・草文 口縁内面ニ
込み重圏線肥前系 18C中後葉か

16 SXl A 磁器 碗 20 13 6 15.91 G 良好 認 輸輯 靡釉 羹塁内面口縁雷文虐］みー頂圏線 ・目跡 lP ・ 系 19C中華 x 

17 SXl A 磁器 碗 40 (8.6) (4 O) 44 G 良好 晶 輔轄 晶靡・塾喜贋りビラ悶けか呉須内面貰入多し晶 み目 2 関西系か 18C後葉

18 SXl A 磁器 碗 80 6.1 [3 O[ G 良好 白 輛轄 篇靡呉悶外面悶花文巴面銘・ 一重圏線し尚 肥前 19C月9)半広東碗

19 SXl A 陶器 Jill 30 (4.6) [3.51 G 良好 灰白 輛盤 は屑塁明釉内麟緑釉削出し晶台見込み蛇目
・目跡 町系 （内野山） 17C末 18C前半

20 SXl A 陶器 碗 40 (4.5) [2.21 G 良好 麟 輸輻 透明釉呉須削出し高台肥前系 18C後半か

21 SXl A 陶器 碗 60 (8 6) 4.7 5.0 E 良好 灰白 輛輯 透明釉゚ 目入多瀬腰～晶台内無釉 貼付高台か
円錐ヒン 3 戸・美濃系 19C代か

22 SXl A 陶器 碗 80 4.6 [l 6] C 良好 灰白 輛輯 鉄釉削出し高台瀬戸・美浪系 18C代か天目碗

23 SXl A 磁器 蓋 60 9.6 
摘み径

29 G 良好 白
輯饉 眉明釉 呉須 削出し摘み 摘み砂粒付着4.1 緻密 戸 ・美濃系 19C前～中葉

24 SXl A 陶器 有耳蓋壺 95 7.4 1 2 FG 良好 認 輛櫨 上嬰開 砂粒付着底部回転ヘフ削り― 熱瀬戸・美浪系 18C後 19C中葉
25 SXl A 陶器 甕 25 (14 8) [3 3] FG 良好 灰白 饒鑢 靡面鉄皇削出し高台見込み砂目跡2

戸・ 濃系 18C後～ 19C中葉

26 SXl A 陶器 甕 10 (15 0) [4.0] AG  良好
にぶい
饒鑢 瀬内外戸面・闘 削出し尚台 見込みピン跡 二次的被熱

黄橙 系 18C1友 19C中葉銭甕か

27 SXl A 陶器 甕 75 7.5 [4.7] 良好
にぶい
輔輯 厖胃塁入計削閾し尚台 尚畠内八割程釉付着AC 

黄橙
胎片着一部トチ跡 戸 ・美濃系
18C後葉 19C中葉か 銭甕か

28 SXl A 土器 火鉢 35 (13.0) [5.1] BDFG 普通 褐 輔轄 三足は磨滅している 在地系か 19Cか

29 SXl A 陶器 甕か 45 (11.0) 14.41 ABF 不良 褐 輛槌 焼締見込み油煙付着

30 SXl A 陶器 甕 80 11.4 16 5] AG  良好 暗赤褐 輔鑢 畠腫 羹塁璧し掛け高台～尚霜煤付着戸・ lSC後半～ 19C 葉

31 SXl A 陶器 甕 35 (11.8) [8.1[ A 良好
にぶい
輛轄 靡釉 塁塁繋流し掛け 内19面C輛中輯葉目顕著赤褐 戸 ・ 18C後

32 SXl A 陶器 瓶か 10 (7 6) [4.0] AG  良好 灰 輛櫨
灰釉 内面は口縁部のみ施釉か 瀬戸・美濃系か
18Cか

33 SXl A 磁器 瓶 70 50 [4.0[ G 良好 認 輛輯 外線面透削明出釉し高台晶台畳内付施砂釉粒付呉着須 肥一前重系網目文19C＿中葉重圏

34 SXl A 陶器
団一 35 (3 8) [4 0[ FG 普通 橙 輪輯

外面胃釉・白化粧土 胴部貼花（菊花文） 玩具
18C か

35 SXl A 陶器 急須 15 [3 91 AG 普通 灰白 輛轄 内外慧明釉 貰入多鉄絵京・信楽系か
18C 

36 SXl A 陶器 仏花瓶 60 [12 71 A 良好 晶 饒轄 外面鉄釉 灰釉流し掛けか 瀬戸・美濃系 18C後半

37 SXl A 石製品 硯 80 縦［16.7]cm 横 11.2cm 厚さ 42 cm 灰白
欠口に有機覧闊着漆継ぎか 裏面にも海が設けら
れている ，後に造られたと思われる
全面に墨痕 凝灰岩

38 SXl A 土器 焙烙 5 [4.5] AB 普通 褐灰 外面煤付着

39 SXl A 土器 焙烙 5 4.7 AB 普通 灰 外面煤付着
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番号 遺構 区別 種別 器種 残(雙%) 口(cm径) 巴 息百 胎土 焼成 色調 闘 備考

40 SXl A 土器 焙烙 5 56 AFG 普通 灰白 外面煤付着

41 SXl A 土器 焙烙 5 45 ABFG 良好 灰 外面煤付着

42 SXl A 土器 焙烙 20 (36.0) (33 6) 4.8 ADH 良好
黒褐 底部に穿孔あり 補修孔か外面煤付着在地系

43 SXl A 土師器 高坪 20 (14.4) [6.2] ADFG 普通 明赤褐 旧SD33 内外面赤彩 内面風化顕著

44 SXl A 土師器 柑 25 (14 0) [5.0] ADG  普通
にぶい 旧SD33 器面風化顕著
黄橙

45 SXl A 土師器 壺 10 (19.0) [4.51 CEF 普通 明赤褐 旧SD33 内面・外面一部赤彩

46 SXl A 須恵器 甕 15 (23.2) [7 3] AB  良好 褐灰 輔櫨 自然釉

47 SXl A 木製品 箱眉品の板 長さ 19.2cm 幅31 cm 厚さ 0.4cm 柾目

．勺 閏 呵

□SX2 （［旦シ IIい よ

孟I

＼闘 uj 

！ 

く、
g 

SX2 匂
1 暗掲色士黄褐色士粒少 しまり強士器片多

2 暗褐色士黄褐色土粒・黄褐色土ブロック多 しまり強

3 灰掲色土 黄掲色土ブロック (~5cm)・灰褐色土主体展 しまり強

4 暗褐色土 黄褐色土粒 ・黄褐色土プロック多

5 黒褐色土黄褐色土粒・黄褐色土プロック (~5cm)少 炭化木片(~5cm)少

゜
2m 

6 黄褐色土黄褐色土プロック主体層 しまり強 160 

第259閲第2号性格不明遺構
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第260図第2号性格不明遺構出土遺物

第31表 第2号性格不明遺構出土遺物観察表

番号 逍構 区別 種別 器種 残(肛%) 口(cm径) 塁予 巳 胎土 焼成 色調 闘 備考

1 SX2 C 土師器 坪 20 13 0 [3.51 AG  良好
にぶい

内面・外面口縁部赤彩橙

2 SX2 C 土師器 壺 20 (9.0) [3 4] ACFG 良好
にぶい

外面ヘラ削り赤褐

3 SX2 C 土師器 甕 60 (18 2) [11.1] 
ABCD 

不良 橙 胴部外面～口縁部内面煤付着FG  

4 SX2 C 土師器 高坪 40 32 6 [6 9[ ABGK 普通 橙
全面赤彩 口緑歪みあり 内外面ヘラ磨き.. 風化顕著 調整殆ど残っていない

置を境に南北に2基の遺構が重複している可能性

が考えられる。しかし、遺溝内の湧水が激しく、

土層により遺構の数や新旧関係を把握することが

できず、 1基の性格不明遺構として扱った。

平面形は溝状に近い長楕円形で、断面形は概ね

碗状もしくは逆台形に近い。規模は、長軸は上場

幅10.53m、下場湿9.45m、短軸は上場幅1.83~

3.14m、下場幅1.35~1.96m、深さ0.35~1.10

m、長軸方向はN-22° -Eである。覆土は、埋

め戻しによるものと考えられる。

出土遺物は多く、図化できたのは40点(1~40)

であったが、これらは一括廃棄されたものである

と推定される。

22の底面は、釉をぬぐい取った後、鉄漿が施さ

れている。32の見込みおよびその周辺は、卸目の

磨滅が顕著である。底面には、焼成時に先立って

積み重ねる際に用いられる焼台の痕跡が認められ

ることから堺系といえる。34は砥石である。側面

に未調整の条痕が認められるが、砥沢産砥石の痙

目と推定される。なおこれらの他に、図化には至

らなかったが、肥前系の陶器碗． lIIl．徳利（18C前

～中葉）、信楽系陶器碗（18C後葉）、瀬戸・美濃

系陶器甕．鉢（18C後葉～ 19C中葉）．磁器碗（19C

中～後葉）の小破片が出土している。

第4号性格不明遺構（第265• 266図）

D-20、E-19・20グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は確認できなかった。南端部は、

第63号井戸跡と重複して途切れている。溝跡と

して扱った遺構の一部の可能性があるが、どの溝

跡の一部であるのか特定できなかったことと、溝

跡と覆土が異なっていたため性格不明遺構として

扱った。

平面形は溝状に近い長楕円形で、断面形は概ね

碗状もしくは逆台形に近い。長軸は上場幅10.44

m、下場幅10.02mまでの確認で、短軸は上場幅

1.12~1.45m、下場幅0.35~1.10m、深さ0.88

~1.00m、長軸方向はN-22° -Eである。覆土

は、埋め戻しによるものと考えられる。

出土遺物は少なく、図化できたのは木製品1点

(1)であった。

第5号性格不明遺構（第267図）

E-19グリッドに位置する。第 1号溝跡を切
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SX3 
1 褐色土 炭塊(5.0cm)多

2 緑灰色士 緑灰色士 ・褐色士の混士陪

3 褐灰色士 木片多

4 緑灰色土 木片少

5 灰褐色土 木片多
6 黒褐色土 黄灰色粘土プロック (0.5cm)少

7 暗褐色士 黄灰色粘士プロック (2.0~3. 0cm)少

B 11.1m B' 

゜
2m 

1 : 60 

第261図第3号性格不明遺構

り込むように掘削されている。遺構中央よりやや 3.02mまでの確認で、短軸は上場幅2.25~2.35

北寄りの部分に段を有しており、この位置を境に m、下場幅0.54~1.02m、深さ0.55~1.78m、長

南北に2基の遺構が重複している可能性が考えら 軸方向はN-22° -Eである。覆土は、埋め戻し

れる。しかし、遺溝内の湧水が激しく、 土層によ によるものと考えられる。

る遺構の数や新旧関係を把握することができず、

1基の性格不明遺構として扱った。

平面形は隅丸長方形で、断面形は概ね碗状もし

くは逆台形に近い。長軸は上場幅4.03m、下場幅

遺物は出土しなかった。

第6号性格不明遺構（第265• 267図）

E-14グリッドに位置する。南側は、撹乱を受

けておりプランを失っている。東側で重複してい
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第262図第3号性格不明遺構出土遺物（1)

-320-



＼
〉

＼

ー
／
ー

ヽ
ヽ

／

／

ヽヽ
／

／

l

/

>
 

ヽ

/

A
`
 

＼
 

゜ 1 : 3 

第263図第3号性格不明遺構出土遺物 (2)
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第264図 第3号性格不明遺構出土遺物（3)
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第32表 第3号性格不明遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種
残存率 口径 底径 器高 胎土 焼成 色調

成型 備考
（％） (cm) (cm) (cm) 技法

1 SX3 A 陶器 碗 50 (9.4) 2.3 53 A 良好
灰白 輔輯

透明釉貰入多 削出し高台 見込み砂粒付着

緻密 瀬戸 ・美浪系又は京 ・信楽系 18C中菓

2 SX3 A 陶器 碗 70 9.2 3.8 5.0 FG  良好 灰白 輔轄
灰釉銅緑釉 ・鉄釉貰入多 削出 し尚台

京・信楽系 18C中～後葉 半球碗

灰釉 呉須五弁花文 高台脇一重圏線尚台際 ・

3 SX3 A 磁器 碗 50 (8 6) 3.6 55 G 良好 灰白 輔轄 口縁内側・見込み二重圏線 削出し高台 肥前系

18C後半丸碗

透明釉呉須 外面丸 ・寿・ 宝 ・花弁文 高台際ニ

4 SX3 A 磁器 碗 95 86 3.6 56 G 良好
白
饒轍
里圏線 内面四方欅文 見込み二重圏線・五弁花文

緻密 削出し高台 蛋付砂粒付着 瀬戸 ・美濃系か

19C前半～中葉

白
透明釉 呉須 内面四方禅文 見込み五弁花文・

5 SX3 A 磁器 碗 60 8.5 3.5 5.7 G 良好 輔轄 二重囲線削出し高台 見込み重梢跡
緻密

畳付砂粒付着 瀬戸 ・美浜系か 19C前半～中頃

透明釉 呉須外面丸 ・寿 ・宝 ・花弁文 晶台際ニ

6 SX3 A 磁器 碗 30 (9 0) 36 5.6 G 良好
白
輔轄
重圏線 内面四方禅文見込み二菫圏線 ・五弁花文

緻密 削出 し高台畳付砂粒付着 瀬戸 ・美濃系か

19C前半～中葉

白
透明釉 呉須外面松文・一・ニ重圏線

7 SX3 A 磁器 碗 65 (8.8) 34 60 G 良好 緻密
輔轄 見込み二重囮線・五弁花文 口緑四方欅文

削出 し高台肥前系 18C中～後半

透明釉呉須外面ー・一重圏線 ・ 雪輪•松文か

8 SX3 A 磁器 碗 50 (8 8) (3 3) 56 G 良好
白
鞘轄
内面口縁四方欅文見込み二重圏線 五弁花文

緻密 削出し高台 高台内砂粒付着 肥前系

18C中～後半 くらわんか碗

透明釉 呉須 花唐草文晶台脇一重圏線， SX3 A 磁器 碗 90 10 1 (4.2) 53 G 良好 灰白 輔輯 高台内禍「福 」 高台際二重圏線 削出し高台

見込み砂粒付着 肥前系 18C前半 くらわんか碗

白
透明釉 呉須 外面孟宗筍掘文雪輪・竹 見込み

10 SX3 A 磁器 碗 55 92 30 53 G 良好 緻密
輛轄 二重圏線 ・五弁花文 削出し高台 見込み目跡l

偏付砂粒付着 肥前系 18C後葉～ 19C初

白
透明釉呉須外面二童網目文内面一重網目文・

11 SX3 A 磁器 碗 70 (10.0) 3.4 5.1 G 良好 輛輯 二重圏線・菊花文 削出し高台 見込み円錐ピン跡
緻密

高台内砂粒多鼠付着 瀬戸・ 美濃系 19C前～中葉

透明釉 呉須外面二重網目文高台脇一重圏線

12 SX3 A 磁器 碗 95 10.0 37 52 G 良好 灰白 輔轄 高台際二重圏線削出し高台肥前系 18C前半

くらわんか碗

透明釉 呉須 外面二重網目文 尚台脇一重圏線

13 SX3 A 磁器 碗 80 10 0 40 5.0 AG  良好 明青灰 輔櫨 高台際二重圏線 削出し高台僅付砂粒付着

肥前系 18C前半

白
透明釉呉須 外面二重網目文 ・ー ・ニ重圏線

14 SX3 A 磁器 碗 90 10 1 36 55 G 良好 饒飽 内面一重網目文 見込み菊花文高台内銘削出し
緻密

高台・砂粒付着 瀬戸・ 美濃系 19C前～中葉

白
透明釉 呉須 外面二重網目文・ 一 ・ニ菫圏線 内

15 SX3 A 磁器 碗 30 (9.6) (3.8) 5.1 G 良好 輔輌 面一頂網目文 見込み二重網目文・ 菊花文 削出し
緻密

高台 倣付砂粒付着瀬戸・ 美浪系 19C前～中槃

明青灰
透明釉 呉須 外面草花文 ・圏線内面圏線見込

16 SX3 A 磁器 碗 100 11 2 4.6 5.9 A 良好 緻密
輔轄 み五弁花文 削出し高台 偏付砂粒付着 肥前系

18C前半か

透明釉貰入多 呉須 外面松葉 内面見込み五弁

17 SX3 A 磁器 碗 80 7.4 3 5 57 G 良好 灰白 轍輯 花文 ・ニ重圏線 口縁二重圏線削出し高台畳付

砂粒付着 瀬戸 ・美濃系 19C前半～中 筒型湯呑み

透明釉 呉須 外面雪輪 寿文高台脇折松枝文

18 SX3 A 磁器 碗 80 7.4 3.4 5.7 G 良好 灰白 輛輯
内面四方禅文 見込み五弁花文 ・一重圏線 畳付砂

粒付着 削出し高台肥前系 18C後半～ 19C前半

筒型湯呑み

透明釉 呉須 外面菊花・氷裂文 内面口縁二重圏

19 SX3 A 磁器 碗 30 (7.4) 3.2 5.7 AG  良好 灰白 輔轄 線 見込み一重圏線・五弁花文 畳付砂粒付着

肥前系 18C後半～ 19C前半 筒型湯呑み

透明釉呉須 外面花輪文内面口縁＿重圏線

20 SX3 A 磁器 碗 50 (7.3) 38 6.0 AG 良好 灰白 輔儲
見込み一重圏線 ・五弁花文 削出し高台 見込み・

畳付砂粒付着 肥前系 18C後半～ 19C前半

筒型湯呑み

透明釉 呉須 外面松 ・草花文 内面四方欅文

21 SX3 A 磁器 碗 95 7.6 36 6.3 G 良好 灰白 輔轄 見込み五弁花文 ・一重圏線 削出 し高台

高台内砂粒付着肥前系 18C後半 筒型湯呑み

22 SX3 A 磁器 仏飯具 80 6.5 42 66 G 良好
白
饒輯
灰釉呉須四方欅文 畳付 ・高台内鉄漿肥削系

緻密 18C後半

23 SX3 A 陶器 灯明皿 50 (11.0) (5 3) 2 1 AG  良好
灰白
帷輛
鉄釉輔櫨目顕著見込み輪 l、チ跡瀬戸 ・美濃系

緻密 18C後葉～19C中葉

24 SX3 A 陶器 灯明皿 95 11.0 4.8 2.1 AG  良好
灰白
輛値
鉄釉饒轄目顕著見込み輪トチ跡瀬戸・ 美浪系

緻密 18C後葉～ 19C中葉

25 SX3 A 陶器 摺絵皿 80 11.2 4.2 47 AG  良好 灰白 帷轄
灰釉呉須 貰入多 鉄釉見込み摺絵（花文）

瀬戸・ 美濃系 18C後葉

26 SX3 A 陶器 碗 95 12.3 4.4 5.0 G 良好 灰褐 輔轄
灰釉 貰入多 見込み鉄絵（楼閣山水文） 目跡 l

鞘櫨目顕著 肥前系 17C後半京焼風陶器

27 SX3 A 陶器 甕 80 10.6 [11.7] EF 良好
にぶい
輔糖
鉄釉 見込み目跡 3 貼付け尚台 瀬戸・美浪系

黄橙 19C初～中葉銭甕か
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番号 迫構 区別 種別 器種
残存卑 口径 底径 器尚

胎土 焼成 色調
成型

備考（％） (cm) (cm) (cm) 技法

28 SX3 A 陶器 甕 70 18 1 (10 3) 14.5 AG 良好 明褐 輔輯
SDl D-20G 鉄釉 削出し尚台 口縁外面・ロ唇部
目跡3 瀬戸・美濃系 18C後半～19C中葉 銭甕か

29 SX3 A 陶器 鉢 80 24.5 (11.3) 12.7 AG 良好 灰白 輔轄
灰釉貰入多削出し尚台見込み目跡
外面砂粒付着 瀬戸・美濃系 18C後～ 19C中葉

30 SX3 A 陶器 鉢 85 (16.9) 6.7 8.5 ACG 良好 灰白 輔輯
灰釉貰入多緑釉流し掛け貼付尚台
見込み目跡3 瀬戸・美浪系 18C末～ 19C初

31 SX3 A 陶器 鉢 20 (30 O) [10.0] AFG 良好
灰白
競輯
灰釉貰入多鉄釉流し掛けか瀬戸・美浪系

緻密 19C前半練鉢

32 SX3 A 陶器 揺鉢 95 35.4 16.2 13.4 
ABCF 

良好 赤褐
焼締 卸目 10本／ 条（左回転） 底部外面に焼台跡

G 堺系 18C中～後半

33 SX3 A 土器 揺鉢 20 (11.4) [6 O[ ABF 不良 灰白 輪梢か 焼締卸目 8本／条内外面風化顕著

34 SX3 A 石製品 砥石 長さ［10.51cm 幅3.2cm 厚さ 3.1cm 
上下端面以外使用 一部座目残る 刻印あり 凝灰岩重さ 141.5rz 

35 SX3 A 木製品 蓋 最大径6.7cm 厚さ 0.3cm 追柾目

36 SX3 A 木製品 漆蓋
口径 (9.8)cm 摘み部径（4.9)cm 

横木取り 外面黒漆 内面赤漆文様金器高 21 cm 

37 SX3 A 木製品 漆蓋
口径 (9.0)cm 摘み部径4.4cm 横木取り 外面黒漆 内面赤漆文様金
器高 30 cm 家紋は丸に隅立て四つ目

38 SX3 A 木製品 漆蓋 口径7.8cm 摘み部径［4.4[cm 
横木取り 内外面赤漆文様黒漆器高12.41cm 

39 SX3 A 木製品 漆椀 口径 i~ 3.2] cm 底径［6.8]cm 
横木取り 外面黒漆内面赤漆文様赤漆器高 ．81 cm 

40 SX3 A 木製品 漆椀 口径 13.0cm 底径 66 cm 器高 71 cm 
横木取り 内外面赤漆文様銀底部文字黒漆
家紋は丸に酢漿草

SX4 

〇-]
SX6 

に ク／／／;i 1 

゜
10cm 
I : 4 

〉

ロ

4
 

ロ｀胃
ー
ロロ
ロ 〇 10cm 

゜1 : 3 

5cm 
1 : 2 

第265図第4・6号性格不明遺構出土遺物

第33表 第4・6号性格不明遺構出土遺物観察表

番号 追構 区別 種別 器種
残存率 口径 底径 器尚

胎土 焼成 色調
成型

備考（％） (cm) (cm) (cm) 技法

1 SX4 A 木製品 底板 最大径 (4.5)cm 厚さ 0.6cm 柾目

2 SX6 A 陶器 揺鉢 5 (33 8) [4.7] AGJ 普通 灰白 輪積 焼締卸目 6本／条丹波系か 17C後半

3 SX6 A 陶器 揺鉢 10 [8.5] AG 良好
にぶい
輪積 焼締卸目 8本／条丹波系か 18C代か黄橙

4 SX6 A 石製品 砥石 長さ [8.5]cm 幅3.2cm 厚さ 5.9cm 5面使用 広面・側面の各 1面ずつが使用度画い
重さ 217.7~ 凝灰岩

5 SX6 A 鉄製品 巻頭釘
長さ(1.7]cm 頭幅 19 cm 幅 0.8cm 

銹化著しい 下半部欠損厚さ0.6cm 重さ 13.6" 

る（土層断面第6~9層）部分は遺構ではないと

判断した。第6号性格不明遺構は、この窪みを埋

めている土層を掘り込んでいる。

確認できた範囲内において、平面形は長楕円形、
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A 11 5m A' 

＇ 6 11.5m B 

SX4 
1 灰褐色土黄灰色粘士プロック (0.2~0. 3cm)微屈

2 灰色土 黄灰色粘土プロック(1.0cm)ランダムに含む

3 黒褐色土 黄灰色粘土ブロックを部分的に絹状に含む

埋戻し士

4 黒色士 黄灰色粘士プロック (0.3~0. 5cm)少

5 黒色土 青灰色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)多

埋戻し土

゜
2m  

＇ l : 60 

第266図第4号性格不明遺構

断面形は概ね逆台形である。長軸は上場幅4.32m、

下場幅2.83mまでの確認で、短軸は上場幅2.62~

2.75m、下場幅1.05~1.35m、深さ0.87m、長軸

方向はN-24° -Eである。覆土は、埋め戻しに

よるものと考えられる。

図化できた遺物は4点 (2~5)である。なお

これらの他に、図化には至らなかったが、肥前系

の磁器碗（18C)、瀬戸・ 美濃系の陶器碗 ・皿（と

もに17C)・甕（18C後葉～ 19C中蕪）、信楽系の

陶器碗（18C 後葉）•青磁碗の小破片が出土した。
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1 灰褐色土 粘土ブロックやや多
2 灰褐色土 粘土ブロック少
3 暗黄褐色士地山プロック多粘士粒少
4 暗褐色士 地山粒少
5 暗褐色士 地山粒・地山プロック少
6 灰褐色土 粘土プロック多 1庖に類似
7 暗褐色土 地山粒少
8 暗褐色土 地山粒やや多
9 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック少
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1 1.畝状遺構
浅く不整形な溝の内側に、浅いピットが不規則

に並んだ状態でC区から1基検出されたが、これ

らの窪みを鋤や鍬などの、農具による耕作の痕跡

と判断し、畝状遺構とした。

第1号畝状遺構（第268図）

M-5・6グリッドに位置する。第4号方形周

溝墓を切っていると推定される。

北側は途切れ、南側は第4号方形周溝墓と重複

し、その先には認められず途切れている。これら

のピット状の窪みの規模は、径は15X 15cm~36 

X45cm、深さは5~18cm程の小規模なものであ

る。このピットの並び不規則で、まばらな部分と

密集している部分がある。

溝状の部分の全長は5.28m、北端部付近の平面

形は、不整形な長楕円形の土壊が数基重複したか

のような形状で、幅70~96cm、深さは2~13cm

である。この部分以南の平面形は概ね直線状で、

幅25~36cm、深さは4~13cmである。この畝状

遺構の長軸方位は、 N-43°-Wである。

この畝状遺構とした遺構が畝跡であるとすれば、

畑跡の一部ということになるが、周囲には同様の

遺構は認められない。しかし周囲を観察してみる

と、径・深さの類似したピットが列状に点在して

いる個所があり、さらには畝状遺構と近い方位で

連なっている例も認められる。

これらの中には、耕作や削平の結果、溝状の部

分が失われた畝跡が存在している可能性が考えら

れる。

遺物は出土しなかった。
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12. グリッドピット
グリッドピットを一括して掲載する。

ピットの分布についてまず気付くのは、 1つ目に

ピットの集中している部分と、少数しか分布して

いない部分があるという点である。この傾向は

A・C区の両地点でみられる。A区のピット数は

c区以上に多く、集中度も高い。C区では、西端
部では僅かに分布するのみである。

2つ目は、ピットの密集する部分は、掘立柱建

物跡の分布する範囲内、およびその周辺に多く認

められるという点である。この傾向についてもA

区で顕著である。逆な表現をするならば、ピット

の集中する範囲内で、ピット列を検出して掘立柱

建物跡のプランを確定したことになる。そのため、

ピット列として、掘立柱建物跡や柵列として特定

できなかった柱穴も少なからず存在すると考えら

れる。この点については、 C区も同様である。

また、 11の畝状遺構の項で述べたように、畝状

遺構の溝の部分が失われ、ピッ ト状の窪みのみが

残され、グリッドピット扱いになっている可能性

も考えられる。しかし、大多数のピットについて

ば性格が特定できなかった。
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焼土粒・炭化物微最
暗褐色土プロック多
灰褐色土プロックやや多
灰褐色土プロック多
褐色土プロック・
灰褐色土プロック少
暗掲色士プロックやや多

N-4 P41 • P55 
1 暗褐色土 ローム粒多
2 暗掲色土 ロームプロック少
3 暗褐色土 ローム粒多

N-5 P1・P2 

1 黒褐色士 焼士粒微址
2 黒褐色士 黄褐色土ロームプロック少
3 暗黄褐色土 黄褐色土ロームプロック多
4 黄褐色土 黄褐色土ロームプロック主体層
5 黒褐色土 ローム粒少
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1 黒褐色士 ロームプロック少
2 暗黄褐色土 ロームプロック多

N-6 P12 

1 蕪褐色土 地山粒少
2 黒褐色土 地山粒・地山プロック少

N-6 P27 

1 暗褐色士 地山粒少柱痕跡
2 暗褐色士 地山粒 ・地山プロック少
3 暗黄褐色土 地山粒・地山プロック多
4 暗褐色土 地山粒・地山プロック少
5 暗褐色土 しまり強粘性弱
6 暗黄褐色土 地山粒 ・地山ブロック極多

N-6 P29・72 

1 黒褐色土 地山プロック・炭化物少
2 暗褐色土 地山ブロックやや多炭化物少
3 暗褐色土 地山プロック多焼土粒少
4 暗褐色土 地山プロック ・焼土粒少
5 暗黄褐色土 地山プロック極多
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N-6 P33 

1 暗褐色士 焼土プロック微試炭化物少
2 暗黄褐色土焼土プロック微址炭化物少

N-6 P54 

］ 耕作土
[] 暗褐色土 遺物包含陪炭化物微祉
1 黒褐色土 焼土プロック ・地山プロック少
2 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック少

M-5 P 69 

1 褐色土 粘土粒微位

M-6 P 1 

1 暗褐色士 焼士粒微品
2 暗黄褐色士地山プロック多
3 暗褐色土 地山ブロック少
4 暗褐色土 地山プロックやや多
5 暗褐色土 地山プロック微輩
6 黒褐色土 地山ブロック微祉焼土プロック少
7 黒褐色土 地山プロック微最炭化物少
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M-6 P 2 
1 暗褐色士 焼土ブロック・炭化物微蘇
2 暗褐色土 炭化物少
3 暗褐色土 炭化物少

4 暗褐色士 焼士プロック微品
5 黒褐色士 炭化物少
6 黄掲色土 地山プロック極多
7 黒掲色土 焼土ブロック微伍

8 黄褐色土 地山プロック極多
9 暗褐色士 地山プロック少
10 暗掲色士 地山プロック少

M-6 P 3 
1 暗褐色士 焼士粒微品
2 暗褐色士 焼士プロック少
3 暗褐色土 焼土ブロックやや多

M-6 P49 
1 黒褐色土 炭化物少
2 暗黄褐色土地山ブロック多

3 暗褐色土 地山プロック少
4 暗黄褐色士 地山プロック多

M-7 P60・61 
1 暗掲色土 焼土プロック少
2 暗褐色土 炭化物少
3 暗褐色土 炭化物ブロック少

4 暗褐色土 炭化物ブロックやや多
5 暗黄褐色士 炭化物プロックやや多

M-7 P105 
1 黒褐色土 焼土粒少
2 黒灰色土 地山プロック多

3 暗黄褐色土 地山ブロック極多

M-8 P 1 
］ 黒褐色土 焼土粒微蘇柱痕跡
2 暗褐色士 焼士プロック微試
3 暗黄褐色士地山ブロック多
4 暗褐色土 地山ブロック少

5 暗褐色土 地山プロック少

M-8 P 6 
1 黒褐色士 地山プロック少

M-8 P16 
1 暗褐色士 地山粒少近世ピット

M-8 P18 
1 黒褐色土 炭化物微位
2 暗黄褐色土炭化物微屈

L-6 P23 
1 黒褐色土 地山粒少
2 黒褐色士 地山プロック少
3 暗褐色士 地山プロック・焼土粒少
4 暗褐色土 地山プロック少焼土粒微屈
5 暗黄褐色土 地山ブロックやや多

L-7 P 1 • 2 
1 黒褐色士 焼士プロック ・炭化物微拭柱痕跡
2 暗黄褐色士地山プロック多
3 暗褐色士 焼土ブロック少
4 暗褐色土 炭化物やや多
5 暗黄褐色土炭化物やや多

6 暗褐色土 炭化物少
7 黒褐色士 炭化物少
8 暗褐色士 炭化物少

L-7 P49 
1 暗褐色土 地山プロックやや多

L-7 P101・114
1 黒褐色士 焼士プロック ・炭化物プロックやや多

2 暗褐色士 焼士プロック ・炭化物ブロック少
3 暗褐色土 地山ブロックやや多

4 黒褐色土 焼土ブロック ・炭化物プロックやや多

L-7 P 104 
1 暗褐色士 炭化物微祉
2 暗褐色土 炭化物微墓
3 暗黄褐色土炭化物微最
4 暗褐色士 炭化物微丑
5 暗褐色士 炭化物少
6 暗黄褐色土炭化物微拭

L-8 P 24 
1 暗褐色土 地山ブロック若干

2 黒褐色土 地山プロックやや多
3 暗黄褐色土 地山プロック多
4 暗黄褐色士 地山プロック極多

L-8 P 96 
1 黒褐色土 焼土プロック微最
2 黒褐色土 焼土プロック少

3 暗褐色土 地山プロックやや多

L-9 P26・ P27 
1 暗褐色士 炭化物微試
2 暗掲色士 炭化物微址
3 暗黄褐色土炭化物微量
4 暗褐色土 炭化物微菌
5 暗褐色土 炭化物微量
6 暗黄褐色土炭化物微母
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L-9 P59 

1 暗褐色士 炭化物少
2 暗黄褐色土 地山ブロック多

L-10 P 1 • 2 
1 灰暗褐色士 黄褐色士プロック多
2 暗黄褐色士 黄褐色土プロック主体
3 暗褐色土 黄褐色土粒微量

4 暗黄褐色土 黄褐色士主体府

K-7 P19・21 

1 暗褐色士 粘土プロック・焼土プロック少

2 暗褐色土 粘土プロック多
3 暗褐色士 粘土ブロック少
4 暗褐色土 粘土プロック少

5 暗褐色土 粘土プロック少
6 暗褐色土 粘士プロック微枇炭化物少
7 暗掲色土 粘士ブロック多
8 暗褐色士 粘士ブロック少
9 黒褐色士 粘土プロック少

K-7 P25 

1 暗褐色土 粘土プロック少
2 黄褐色士 暗褐色士をプロック状に少
3 暗褐色士 粘士ブロック多
4 暗褐色士 粘土ブロック少
5 黄褐色土 粘土・暗褐色土の混土層
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K-7 P37 

1 暗褐色土 焼土粒・地山粒やや多
2 黒褐色士 焼士粒やや多炭化物ブロック多
3 暗黄掲色士地山ブロック極多 炭化物プロック少

K-8 P24 

1 暗褐色士 地山プロック ・地山粒少
2 暗褐色士 地山ブロックやや多地山粒少
3 暗褐色土 地山ブロック・地山粒少

K-8 P51 

1 暗褐色士 地山粒・地山プロック少
2 暗黄褐色土 地山粒・地山プロック多

K-8 PBB 

1 黒褐色土 粘士プロック少柱抜取痕

2 黒褐色土 粘土プロック多

K-8 P91 

1 暗褐色土 粘士粒を均質に少
2 黒褐色士 粘士粒少
3 馬褐色土 粘土粒やや多

4 黒褐色土 粘土粒少

K-9 P27 

1 暗褐色士 地山粒 ・地山プロック少
2 暗黄褐色士 地山粒 ・地山プロック多
3 暗黄褐色土 地山粒・地山プロック少

K-11 P39 

.~〇土'

三

K-11 P41 

一 ¥

J
 

g
A

)
-《

A

l

 

A' A122m 
・-3  

A
-
，
 

゜
2m 
l • 60 

K-9 P60 

1 暗褐色土地山ブロック少
2 黒褐色士地山プロック多
3 暗褐色土 地山プロック ・焼士粒少

K-10 P 1 

1 暗褐色士 黄褐色士プロックやや多
2 暗褐色士 黄褐色土プロック多
3 黒褐色土黄褐色土粒微品

K-10 P3・P4 

1 暗褐色士 黄褐色士プロック微景

2 黒掲色土 黄掲色土プロック少
3 暗褐色士 黄褐色士プロック微餓
4 黒褐色士 黄掲色土ブロック少

K-11 P33 

1 黒褐色土 黄褐色土粒微絨
2 暗褐色土 黄褐色士プロックやや多
3 暗褐色士 黄褐色士粒多

K-11 P39 

1 暗褐色土 黄褐色土粒多
2 暗褐色土 黄褐色土プロック多

K-11 P41 

1 暗褐色土 黄褐色土プロックやや多
2 黒褐色土 黄褐色土粒微祉
3 暗褐色土黄褐色土粒多
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K-11 P42・ P45 

1 暗褐色士 黄褐色土プロック多

2 暗褐色士 黄掲色士プロックやや多

3 黒褐色土 黄褐色土粒微拭

4 暗掲色土 黄褐色土粒多

5 暗褐色士 黄掲色土ブロ ックやや多

6 暗褐色士 黄掲色土プロック多

7 黒褐色土 黄掲色士粒微駄

8 暗褐色土 黄褐色土粒多

K-11 P43・ P46・ P49 

1 黒褐色土 ロームプロック多

2 暗褐色土 黄掲色土プロックやや多

3 黒褐色士 黄褐色土粒微量

4 暗褐色士 黄褐色士粒多

5 黒褐色土黄掲色士粒微品

6 暗褐色土 黄掲色土粒多

7 暗褐色土 黄褐色土プロック多

K-11 P44・ P47・ P56 

1 暗褐色士 黄褐色士プロックやや多

2 黒褐色士黄褐色士粒微祉

3 暗掲色土黄掲色士粒多

4 暗褐色土 黄褐色土プロックやや多

5 黒掲色土黄褐色上粒微盤

6 暗褐色士黄褐色土粒多

7 暗褐色士黄褐色土ブロック多

8 黒掲色士 ロームプロック多

J-8 P 24 
1 黒褐色土炭化木片やや多

J-9 P 1 

1 褐色土 黒色土主体屈

2 黒褐色土均質
3 黒褐色土 黄褐色土プロック少

4 灰褐色士灰褐色土主体屑

5 灰褐色士灰褐色土主体屑

J-11 P 6 

1 黒褐色土 地山ブロック少

2 黒褐色士 地山プロック微屈

3 黒褐色土 地山粒微批

4 暗褐色土地山粒多

5 黒褐色土黒色土プロック少

6 黄褐色士地山粒流れ込み土

J-11 P63 
1 黒褐色土 ロームプロック多

2 暗褐色土黄褐色土粒多

J-11 P64 
1 暗褐色士 黄褐色土ブロックやや多

2 黒掲色士 黄褐色士粒微呈

3 暗褐色土 黄褐色士粒多

I -11 P11 
1 暗褐色士 焼士粒微屈

2 暗褐色士 地山プロック多

3 暗褐色土 地山プロック少

H-11 P46・ P63~P67 

l 暗褐色士 黄褐色ブロック

2 黒褐色士 黄褐色プロック微最柱痕跡

3 暗黄褐色土黄褐色プロック

4 暗黄掲色土 黄褐色プロック主体

I -13 P 3 
1 暗褐色土 褐色土プロック微品炭化物やや多

2 褐色士 掲色土プロック多灰褐色土プロック多

F-16 P35 
1 黒褐色土 粘土ブロック少

2 暗褐色土 粘土ブロック微絨

3 黒褐色土 粘土プロック多

F-18 P3・ P4 

1 黒褐色土 粘士プロック均質に少

2 暗褐色土 粘土プロック少
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F-18 P84 
1 黒褐色土 黄褐色粘土粒やや多

F-20 PB・P9 
1 黒褐色士褐色粘士やや多
2 暗灰色士 褐色粘土・炭化物微最

F-20 P22 
1 黒色士 褐色粘土粒少

E-17 P77 
1 暗褐色土粘土粒多
2 黒褐色士粘土粒やや多

E-17 P210 
1 黒褐色土黄褐色粘土やや多

褐色粘土少
2 黒褐色土黄褐色粘土多

E-18 P 167 
1 暗褐色士黄褐色粘土少

E-19 P 3 
1 黒褐色士粘士粒少柱抜取痕か
2 黒褐色土粘土粒微最

D-15 P 2 
1 褐色士 粘土粒多

D-16 P19 
1 暗褐色士 粘士プロック少
2 暗褐色士粘士プロック多

D-16 P84 
1 暗褐色土 黒色土プロック多

D-20 P34 
1 黒褐色士粘士プロック少
2 暗褐色士粘士プロック多

C-16 P 4 
1 灰褐色土 粘土ブロック少
2 灰褐色土 暗褐色土プロック少
3 灰褐色士 粘士プロック ・暗褐色士プロック少
4 暗褐色士粘士プロック少

C-17 P28 
1 暗褐色士褐色粘士粒微低

C-17 P32・ P33 
1 褐色土 粘土プロック多埋戻し土
2 褐色土 粘土ブロック少
3 褐色士 粘士プロック多

C-19 P 16 
1 黒褐色士粘士粒少
2 黒褐色士粘士粒少

C-18 P 17 
1 暗褐色土褐色粘土やや多
2 暗褐色土褐色粘土少

B-19 P25 
1 黒色土 粘土粒少

B-20 P 10 
1 黒褐色土 粘土粒多

A-22 P 13 
1 灰褐色士 炭化物 ・地山プロック少
2 暗褐色士 炭化物 ・地山プロック少
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13. グリッド出土遺物
グリッド出土遺物を一括して掲載する。
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